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武蔵野音楽大学学則

第 1章 ⥲ ๎

（目的及び౑命）

第 1条 武蔵野音楽大学(௨ୗ㺀本大学㺁という)は、ᘓ学の⢭⚄ࠑࠕ࿴ࠒのここࠖࢁをᑛ㔜し、教育方針であるࠕ音

楽ⱁ術の研㛑ࠖとࠕ人㛫ᙧᡂࠖに基づき、ᗈく▱㆑を授けるととࡶに、῝くᑓ㛛の学ⱁを教授研究して、

▱的、㐨ᚨ的及びそのᛂ用的⬟ຊをᒎ開ࡏే、ࡏࡉて本大学の学ᅬ生άの規範としてࠕ 3㹎୺⩏㸸♩൤

(Propriety)、Ύ₩(Purity)、᫬㛫ཝᏲ(Punctuality)ࠖをᐇ㊶することにより、♫会の要ㄳにᛂえうる

人格㇏かな人ᮦを育ᡂし、ࡗࡶてᡃが国のᩥ໬ⱁ術の᣺⯆にᐤ୚することを目的とする。

（ྡ ⛠）

第 2条 本大学は武蔵野音楽大学と⛠する。

（所 ᅾ）

第 3条 本大学はᮾி㒔⦎㤿༊⩚ἑ 1୎目13␒ 1ྕにこれを設置する。

（⮬ᕫⅬ᳨ホ౯）

第 4条 本大学の目的及び౑命を㐩ᡂするために、本大学における教育研究άື等の≧ἣについて⮬らⅬ᳨及び

ホ౯を行うࡶのとする。

2 ๓項のⅬ᳨及びホ౯にあたࡗて必要な事項については、別にこれを定める。

（学㒊࣭学科࣭ࢥーࢫ、学㒊の目的、ㄢ⛬）

第 5条 本大学にḟの学㒊、学科及びࢥーࢫを置く。

音楽学㒊㸸₇ዌ学科 器楽ࢥーࢫ、ኌ楽ࢥー࢜ࢗࢺࣝ࢕ࣦ、ࢫーࢥࢰーࢫ

音楽⥲合学科 స᭤ࢥーࢫ、音楽学ࢥーࢫ、音楽教育ࢥーࢫ、アーࢿ࣐ࢺジ࣓ࣥࢥࢺーࢫ

2 本大学音楽学㒊は、教育方針ࠕ音楽ⱁ術の研㛑ࠖとࠕ人㛫ᙧᡂࠖに基づき、ᑓᨷศ野におけるᑓ㛛的▱

㆑と技術を修得ࡏࡉるととࡶに、ඹ㏻の基♏ᑓ㛛教育として࢙ࣇࣝࢯージュ࣭音楽⌮ㄽ࣭すὒ音楽ྐ等

の基♏的▱㆑、ならびにᗈいど野に❧ࡗて⥲合的な考ᐹをするために必要な外国ㄒ科目࣭教㣴科目(ಖ

೺体育をྵࡴ)を教授研究する。また、ࡉまࡊまなࢧࣥࢥー࣭࢜ࢺー࣭ࣥࣙࢩ࢕ࢹ研究Ⓨ表等のᐇ㊶ά

る。これらの教育研究ࡏ等の⌧場体験を✚まࣉࢵࢩーࣥࢱࣥ࢖のཧຍ、ならびにᐇ⩦࣭ㄢ外学修࣭࡬ື

を㏻して、ᛮ考ຊุ࣭᩿ຊ࣭表⌧ຊを☻き、ⱁ術的๰㐀ຊを㣴い、ࡉらに、ᑓ㛛ᐙを目ᣦして┿ᦸに音

楽άືにྲྀり⤌ࡴ意ḧを㧗めて、₇ዌᐙ、స᭤ᐙ、研究者、教育者、ⱁ術άືに関ࢃる௻⏬࣭㐠Ⴀ等に

ᦠࢃる者として、ከᵝな♫会の要ㄳにᛂえ、ᩥ໬ⱁ術άືに㈉⊩する人格㇏かな人ᮦを育ᡂすることを

目的とする。

3 ྛ学科࣭ྛࢥーࢫの目的は別表ϭにこれを定める。

4 本大学音楽学㒊のྛ学科にḟのㄢ⛬を置く。

(1) 教員ච許ㄢ⛬

(2) 学ⱁ員ㄢ⛬

（学 生 定 員）

第 6条 ྛ学科学生の入学定員及び཰ᐜ定員はḟのとおりとする。

学科 ₇ዌ学科 音楽⥲合学科定員

入学定員(ྡ) 260 40

཰ᐜ定員(ྡ) 1,040 160
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（大 学 㝔）

第 7条 本大学に大学㝔を置く。大学㝔に関する規則は別にこれを定める。

（ᑓ ᨷ 科）

第 8条 本大学にᑓᨷ科を置く。ᑓᨷ科に関する規則は別にこれを定める。

（別 科）

第 9条 本大学に別科を置く。別科に関する規則は別にこれを定める。

第 2章 修ᴗᖺ㝈、学ᖺ、学ᮇ及びఇᴗ᪥

（修 業 ᖺ 㝈）

第10条 本大学の修業ᖺ㝈は 4ᖺとする。たࡔし、ᅾ学ᮇ㛫は 6ᖺを㉸えることができない。

（学 ᖺ）

第11条 学ᖺは 4᭶ 1᪥にጞまり⩣ᖺ 3᭶31᪥に⤊る。

（学 ᮇ）

第12条 学ᮇは学ᖺを๓ᮇとᚋᮇの 2ᮇにศけ、ᮇ㛫については、ᙜヱᖺᗘの学事ᬺにおいて定める。

（ఇ 業 ᪥）

第13条 ఇ業᪥はḟのとおりとする。

(1) ᪥᭙᪥、国Ẹの⚃᪥に関する法ᚊ(᫛࿴23ᖺ 7᭶20᪥法ᚊ第178ྕ)に規定するఇ᪥及び๰❧グᛕ᪥

( 2᭶25᪥)

(2) ኟ ᮇ ఇ ᬤ 8᭶ 5᪥から 9᭶15᪥まで

(3) ෤ ᮇ ఇ ᬤ 12᭶20᪥から⩣ᖺ 1᭶ 6᪥まで

(4) 学ᖺᮎఇᬤ 3᭶20᪥から 3᭶31᪥まで

2 学長は必要がある場合は๓項のఇ業᪥を⮫᫬にኚ᭦し、または⮫᫬にఇ業᪥を定めることができる。

第 3章 授ᴗ科目及びࡢࡑ༢఩ᩘ

（授 業 科 目）

第14条 授業科目はᑓ㛛科目、基♏科目、外国ㄒ科目、教㣴科目にศける。

2 ྛ学科࣭ࢥーࡈࢫとのᑓ㛛科目及び履修単位数は別表Ϩのとおりとする。

3 基♏科目及びその履修単位数は別表Ϩのとおりとする。

4 外国ㄒ科目はⱥㄒ、ࢶ࢖ࢻㄒ、ࣜࢱ࢖アㄒ、ࢫࣥࣛࣇㄒの 4 ࣧ国ㄒのうࡕから履修するࡶのとし、履

修単位数は別表Ϩのとおりとする。

5 教㣴科目及びその履修単位数は別表Ϩのとおりとする。

（ච許等ྲྀ得に関する科目等）

第15条 教育職員ච許≧をྲྀ得する者のために₇ዌ及び音楽⥲合のྛ学科に教育職員ච許法に定める教科のᣦᑟ

法及び教ㅍの教育の基♏的⌮ゎに関する科目等を置き、履修単位数は別表ϩのとおりとし、履修を希望

する者は、別表Ⅴに定める教員ච許ㄢ⛬聴講ᩱを納付しなけれࡤならない。
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2 学ⱁ員の㈨格をྲྀ得する者のために₇ዌ及び音楽⥲合のྛ学科に博物館法に定める博物館に関する科目

等を置き、履修単位数は別表Ϫのとおりとし、履修を希望する者は、別表Ⅴに定める学ⱁ員ㄢ⛬聴講ᩱ

を納付しなけれࡤならない。

第 4章 履修᪉ἲ、༢఩ィ⟬᪉ἲ、༞ᴗ及び学఩

（履 修 の 方 法）

第16条 履修方法はḟのとおりとする。

(1) ᑓ㛛科目については、ࢥーࢫにより必修単位に選ᢥ単位をຍえて80単位、82単位、84単位、85単位、

86単位、88単位、90単位または92単位のいずれかを修得するࡶのとする。

(2) 基♏科目については、学科により 4科目 8単位を修得するࡶのとする。

(3) 外国ㄒ科目については、 2科目 8単位を修得するࡶのとする。

(4) 教㣴科目については、 9科目௨上16単位を修得するࡶのとする。

(5) ༞業に必要な単位は、௨上ྛྕの授業科目にᑓ㛛科目または外国ㄒ科目の⮬⏤科目からࢥーࢫにより

8単位௨上をຍえて、合ィ124単位௨上を修得するࡶのとする。

2 履修の⣽㒊については、別に示す。

(学ᖺ㐍⣭基準）

第17条 学ᖺ㐍⣭に㝿して㐍⣭基準を設ける。

(1) 入学᫬より㉳⟬して 2ᖺ㛫に第14条第 2項、第 3項、第 4項及び第 5項のྛ科目について、別表Ϩに

ᥖげる音楽学㒊教育ㄢ⛬の科目、単位のうࡕ別表ϫの科目、単位を修得しなけれࡤ第 3ᖺḟに㐍⣭で

きない。

(2) 本大学に 4ᖺᅾ学してࡶなお第3ᖺḟに㐍⣭できない者は退学ࡏࡉるࡶのとする。

(3) 㐍⣭基準については、別表ϫのとおりとする。

（ච 許 等 の ྲྀ 得）

第18条 本大学音楽学㒊の₇ዌ及び音楽⥲合のྛ学科においてྲྀ得できるච許≧は、教育職員ච許≧について、

୰学校教ㅍ一✀ච許≧(音楽)、㧗等学校教ㅍ一✀ච許≧(音楽)とし、ྲྀ得できる㈨格は、学ⱁ員の㈨格

とする。

2 教育職員ච許≧をྲྀ得しようとする者は、第16条所定の単位を修得し、ేࡏて教育職員ච許法に定める

教科のᣦᑟ法及び教ㅍの教育の基♏的⌮ゎに関する科目等、単位を修得しなけれࡤならない。

3 学ⱁ員の㈨格をྲྀ得しようとする者は、第16条所定の単位を修得し、ేࡏて博物館法に定める博物館に

関する科目等、単位を修得しなけれࡤならない。

（履修科目のⓏ㘓）

第19条 学生はẖ学ᖺのጞめにおいて、所定のᡭ⥆きにより履修しようとする科目をᒆけฟなけれࡤならない。

（単位のィ⟬方法）

第20条 ྛ授業科目の単位数は、 1単位の履修᫬㛫を教ᐊෆ及び教ᐊ外を合ࡏて45᫬㛫をᶆ準とし、ḟの基準に

よりィ⟬するࡶのとする。

(1) 講⩏については15᫬㛫から30᫬㛫の授業をࡗࡶて 1単位とする。

(2) ₇⩦については15᫬㛫から30᫬㛫の授業をࡗࡶて 1単位とする。

(3) ᐇ験、ᐇ⩦及び体育ᐇ技については30᫬㛫から45᫬㛫の授業をࡗࡶて 1単位とする。

(4) 音楽のᐇ技ࣞࣥࢫࢵについては別に定める授業᫬㛫をࡗࡶて 1単位とする。

(5) ༞業ㄽᩥ、༞業₇ዌ、༞業సရ等の授業科目については、これらの学修のᡂᯝをホ౯して単位を授୚

する。

− 2 −

Book 【 P24 】 A4版 〈 大学 2023 〉.indd   2 2023/03/15   13:23:31



- 2 -
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する。
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（授業のᙧែ）

第20条の 2 授業は、講⩏、₇⩦、ᐇ験、ᐇ⩦、ⱝしくはᐇ技のいずれかによりཪはこれらのే用により行うࡶ

のとする。

2 ๓項の授業を、ከᵝな࣓࢕ࢹアを㧗ᗘに฼用して、ᙜヱ授業を行う教ᐊ等௨外の場所で履修ࡏࡉること

がある。

3 ๓項の方法により修得する単位数は༞業の要௳として修得す࡭き単位のう60ࡕ単位を㉸えないࡶのとす

る。

（単位の授୚及びᡂ⦼ホ౯）

第20条の 3 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を୚える。

2 試験等のホ౯は㹑、㸿、㹀、㹁、㹂をࡗࡶて表し、㹁௨上を合格とする。

3 ᡂ⦼とホ౯基準は、別にこれを定める。

（他大学における᪤修得単位の認定）

第20条の 4 第 1ᖺḟに入学した者が入学๓に他の大学または▷ᮇ大学(外国の大学または▷ᮇ大学をྵࡴ)にᅾ

学した場合はその᪤修得単位のうࡕ、本大学の教㣴科目(ಖ೺体育をྵࡴ)及び外国ㄒ科目に┦ᙜする授

業科目について、合ィ30単位までを本大学で修得したࡶのとして認定することがある。たࡔし、所定の

ᡭ⥆きによࡗて学長のᢎ認を得なけれࡤならない。

（ㄢ⛬修஢の認定及び༞業）

第21条 本大学に 4ᖺ௨上ᅾ学して第16条所定の授業科目を履修し、試験に合格して所定の単位を修得した者に

は༞業証書࣭学位グを授୚する。

（学位の授୚）

第22条 本大学༞業生には学ኈ(音楽)の学位を授୚する。

2 学位については別にこれを定める。

第 5章 ධ学、㏥学、ఇ学、㌿学、ࡢࡑ௚

（入 学 の ᫬ ᮇ）

第23条 入学の᫬ᮇは学ᖺのጞめとする。

（入 学 の ㈨ 格）

第24条 本大学に入学できる者はḟのྛྕの一にヱᙜする者でなけれࡤならない。

(1) 㧗等学校または୰等教育学校を༞業した者

(2) ㏻ᖖのㄢ⛬による12ᖺの学校教育を修஢した者 (㏻ᖖのㄢ⛬௨外のㄢ⛬によりこれに┦ᙜする学校教

育を修஢した者をྵࡴ)

(3) 外国において、学校教育における12ᖺのㄢ⛬を修஢した者、またはこれに準ずる者でᩥ㒊科学大⮧の

ᣦ定した者

(4) ᩥ㒊科学大⮧が㧗等学校のㄢ⛬に┦ᙜするㄢ⛬を᭷するࡶのとして認定したᅾ外教育᪋設のᙜヱㄢ⛬

を修஢した者

(5) ᩥ㒊科学大⮧のᣦ定した者

(6) ᩥ㒊科学大⮧の行う㧗等学校༞業⛬ᗘ認定試験に合格した者

(7) 本大学において、┦ᙜのᖺ㱋に㐩し、㧗等学校を༞業した者とྠ等௨上の学ຊがあると認めた者

第25条 入学を許可ࡉれる者は所定の入学試験に合格した者に㝈る。

第26条 入学志望者は、(1)本大学所定の入学願書 (2)༞業または༞業見㎸に関するᙜヱ学校長のㄪᰝ書 (3)

᭱㏆ 3ࣧ᭶௨ෆに෗した༙㌟⬺ᖗྡ่ᆺの෗┿に、別表Ⅴに定める入学᳨定ᩱをῧえて所定のᮇ㛫ෆに

ᥦฟしなけれࡤならない。
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（入学に関するᡭ⥆）

第27条 入学を許可ࡉれた者は定められたᮇ㛫ෆに本大学所定のㄋ⣙書及びᡞ⡠ᢒ本ⱝしくはこれに௦ࢃる証明

書をᥦฟするととࡶに、別表Ⅴに定める入学金等の納付金を納入しなけれࡤならない。

（㐃 ᖏ ಖ 証 人）

第28条 ṇ㐃ᖏಖ証人は∗ẕ、ᚋ見人またはᑛ属ぶ、๪㐃ᖏಖ証人は∗ẕ௨外でಖ証人としての㈐௵を履行し得

る者でなけれࡤならない。たࡔし、୙㐺ᙜと認めた場合はそのኚ᭦を命ずることがある。

第29条 㐃ᖏಖ証人がṚஸまたはその他の⌮⏤でその㈐をᑾすことができないときは、᪂たに㐃ᖏಖ証人を選定

して┤ࡕにᒆけฟなけれࡤならない。

第30条 㐃ᖏಖ証人のẶྡ、ఫ所にኚ᭦のあࡗた場合は┤ࡕにその᪨をᒆけฟなけれࡤならない。

（ఇ 学）

第31条 ⑓Ẽその他で、 2ࣧ᭶௨上Ⓩ校のできない者はその事⏤をグし、㐃ᖏಖ証人㐃⨫で学長に願いฟて、そ

の許可を得てఇ学することができる。たࡔし、ఇ学ᮇ㛫は㏻⟬して 2ᖺを㉸えることができないࡶのと

し、ఇ学した学ᮇはᅾ学ᮇ㛫に⟬入しない。

第32条 学長は、⑓Ẽのため≉に必要があると認めた者についてఇ学を命ずる場合がある。

（᚟ 学）

第33条 ఇ学の事⏤がなくなࡗたときは、ఇ学ᮇ㛫୰でࡶ願いฟて、その許可を得て᚟学することができる。

（退 学）

第34条 ⑓Ẽその他で退学しようとするときは、その事⏤をグして㐃ᖏಖ証人㐃⨫のうえ、願いฟて許可を受け

なけれࡤならない。

（෌ 入 学）

第35条 願いによࡗて退学した者またはࡴࡸを得ない⌮⏤により㝖⡠ࡉれた者が、෌入学を願いฟたときは退学

または㝖⡠の᫬から 2ᖺ௨ෆの者に㝈り、選考のうえ、ཎ⣭௨ୗに෌入学を許可することがある。

（㌿入学及び⦅入学）

第36条 他の大学の学生または▷ᮇ大学を༞業した者が、本大学に入学を志願したときは、選考のうえ、┦ᙜᖺ

ḟに入学を許可することがある。

2 ㌿入学及び⦅入学の᫬ᮇは、学ᖺのጞめとする。

（㌿ 学）

第37条 他の大学に㌿学を志望する者があるときは、これを許可することがある。

（㌿ 科࣭ࢥーࢫのኚ᭦）

第37条の 2 他の学科に㌿科を希望する者があるときは、選考のうえ、これを許可することがある。

2 他のࢥー࡬ࢫのኚ᭦を希望する者があるときは、選考のうえ、これを許可することがある。

3 ㌿科及びࢥーࢫのኚ᭦については別にこれを定める。

（㝖 ⡠）

第38条 ḟのྛྕの一にヱᙜする者は㝖⡠する。

(1) 第10条に定めるᅾ学ᮇ㛫を㉸えた者

(2) 㸰ᖺのఇ学ᮇ㛫を㉸えて、なお᚟学することができない者

(3) ╩ಁを受けてࡶなお授業ᩱを納付しない者

(4) Ṛஸまたは行方୙明の者

（表 ᙲ）

第39条 学生として表ᙲに್する行Ⅽがあࡗた者はこれを表ᙲすることがある。
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（ᠬ ᡄ）

第40条 学長は、学生が本大学の規則に違反し、または学生としての本ศに反する行Ⅽを行ࡗた場合、これをᠬ

ᡄする。

2 ๓項のᠬᡄの✀㢮はカ࿌、೵学及び退学とする。

3 ๓項の退学は、ḟのྛྕの一にヱᙜする学生にᑐして行う。

(1) ᛶ行୙Ⰻでᨵၿの見㎸がないと認められる者

(2) ṇᙜな⌮⏤がなくฟᖍがᖖでない者

(3) 本大学の⛛ᗎを஘し、または学生としての本ศにⴭしく反した者

4 ᠬᡄのᡭ⥆きについては、別にこれを定める。

（⿢ 定）

第41条 退学（ᠬᡄによる退学を㝖く）、෌入学、㌿入学、⦅入学、㌿学、㌿科、㝖⡠及び表ᙲは、必要にᛂࡌ

教授会の意見を聴ྲྀし、学長がこれを行う。

第 6章 授ᴗᩱ、᪋タ㈝及びᴦჾ౑⏝ᩱ

（授 業 ᩱ）

第42条 授業ᩱは別表Ⅴに定めるとおりとし、第 1ᖺḟのศは、第27条に規定する入学ᡭ⥆とྠ᫬に納付し、第

2ᖺḟ௨㝆のศは、ẖ学ᖺጞ業ᚋ 1㐌㛫௨ෆに納付しなけれࡤならない。

たࡔし、選ᢥにより 2ᮇศ納を認める。

（᪋ 設 ㈝）

第43条 ᪋設㈝は別表Ⅴに定めるとおりとし、第 1ᖺḟのศは、第27条に規定する入学ᡭ⥆とྠ᫬に納付し、第

2ᖺḟ௨㝆のศは、授業ᩱととࡶに納付しなけれࡤならない。

たࡔし、選ᢥにより 2ᮇศ納を認める。

（楽 器 ౑ 用 ᩱ）

第44条 ⦎⩦のため、所定の授業᫬㛫௨外に楽器を౑用しようとする者は、所定の楽器౑用ᩱをྛ学ᮇጞめに納

付しなけれࡤならない。

（納付金の୙㑏付）

第45条 ᪤納のㅖᩱ金はṇᙜな⌮⏤のない㝈りこれを㏉付しない。

（ఇ学等の授業ᩱ及び᪋設㈝）

第46条 ఇ学等の者の授業ᩱ及び᪋設㈝の納付については⣽則にこれを定める。

第 7章 ⫋ ဨ

（教 育 職 員）

第47条 本大学に学長、教授、෸教授及び講ᖌを置く。

2 学長は校務をᤸり所属教職員を⤫╩する。また、ྛ ✀の委員会を設け必要事項をㅎၥすることができる。

3 教授はᑓᨷศ野について、教育上、研究上またはᐇ務上の≉にඃれた▱㆑、⬟ຊ及びᐇ⦼を᭷する者で

あࡗて、学生を教授し、その研究をᣦᑟし、または研究にᚑ事しేࡏて校務をศᢸする。

4 ෸教授はᑓᨷศ野について、教育上、研究上またはᐇ務上のඃれた▱㆑、⬟ຊ及びᐇ⦼を᭷する者であ

。て、学生を教授し、その研究をᣦᑟし、または研究にᚑ事するࡗ

5 講ᖌは教授または෸教授に準ずる職務にᚑ事する。

6 本大学に学長の職務をຓけるため、๪学長 1人を置くことができる。
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（事 務 職 員 等）

第48条 本大学に事務職員、技術職員その他の職員を置く。

第 8章 教 授 会

（教授会の目的等）

第49条 本大学の教育方針に基づき、教育研究上の必要な事項について学長が決定を行うにあたり意見を求める

ため、教授会を置く。

2 教授会については、別にこれを定める。

第 9章 科目等履修生、委託生、聴講生、公開講座及び外国人留学生等

（科目等履修生）

第50条 大学設置基準第31条の規定により、本大学に科目等履修生を置く。

2 科目等履修生は、所定の 1または複数の授業科目を履修することができる。なお履修した授業科目につ

いて、試験に合格した場合には、単位修得証明書を交付する。

3 科目等履修生に関する規則は別にこれを定める。

（委託生、聴講生）

第51条 官公庁、法人、学校またはこれに準ずる団体等からの委託により受講する者を委託生とする。

2 1科目または数科目の授業科目を聴講する者を聴講生とする。

3 委託生または聴講生として入学を志願する者があるときは、学生の履修の妨げとならない範囲において

選考のうえ、これを許可する。

第52条 科目等履修生、委託生及び聴講生の納付金は別表Ⅴに定めるとおりとし、第27条及び第42条を準用する。

（公 開 講 座）

第53条 一般人及び教職にある者のために公開講座を開くことがある。公開講座に関する事項は別にこれを示す。

（外国人留学生等）

第54条 外国人で入学を志願する者があるときは、選考のうえ、これを許可することがある。

第10章 図書館及び博物館

（図 書 館）

第55条 本大学に附属図書館を置く。

2 図書館に関する規則は別にこれを定める。

（博 物 館）

第56条 本大学に博物館として、武蔵野音楽大学楽器ミュージアムを置く。

2 武蔵野音楽大学楽器ミュージアムに関する規則は別にこれを定める。

第11章 学 寮

（学 寮）

第57条 本大学に学寮を設け希望者には選考のうえ、入寮を許可する。

2 学生が学寮の規則に違反した場合その他教育上必要と認めたときは退寮を命ずることがある。
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3 学寮に関する規則は別にこれを定める。

第12章 学 生 ᚰ ᚓ

（学 生 ᚰ 得）

第58条 本大学学生としてᏲる࡭き事項は別にこれを定める。

第13章 ࡑ ࡢ ௚

（学 則 の ኚ ᭦）

第59条 本学則のኚ᭦は、⌮事会の㆟を⤒て⌮事長が行う。

- 9 -

附 則 本学則は᫛和24年 4月 1日から施行する。(本大学設置)

附 則 本学則は᫛和26年 4月 1日から施行する。(別科設置)

附 則 本学則は᫛和28年 4月 1日から施行する。(ᑓᨷ科設置)

୰ ␎

附 則 本学則は᫛和40年 4月 1日から施行する。(学科ቑ設)

୰ ␎

附 則 本学則は᫛和44年 4月 1日から施行する。(大学㝔設置)

୰ ␎

附 則 本学則は平成 4年 4月 1日から施行する。ణし、本学則施行の㝿、現に在学する学生については、第11条第 2項及

び第 3項、第42条୪びに第43条の規定にかかわらず、なお従前の例による。(教育課程及び納付金の改訂)

2 本学則第21条及び第22条の規定は平成 3年 7月 1日から適用する。(学ኈの学位࡬の位置付け等)

୰ ␎

附 則 本学則は平成 6年 4月 1日から施行する。(科目等履修生の設置等)

୰ ␎

附 則 本学則は平成18年 4月 1日から施行する。(学科ቑ設等)

附 則 本学則は平成19年 4月 1日から施行する。(学科ቑ設等)

୰ ␎

附 則 本学則は平成22年 4月 1日から施行し、平成22年度の入学生から適用する。

なお、現に在学する学生については、第 6条、第15条の 1、第27条及び第42条の規定にかかわらず、従前の例に

よる。(学生定員、別表Ⅱ教職に関する科目等、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂)

୰ ␎

附 則 本学則は平成25年 4月 1日から施行し、平成25年度の入学生から適用する。

なお、現に在学する学生については、第 6条、第27条、第43条の規定にかかわらず、従前の例による。(学生定

員、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂)

ただし、第11条は現に在学する学生にも適用する。(教養科目、別表Ⅰ音楽学部教育課程の改訂)

附 則 本学則は平成26年 4月 1日から施行し、平成26年度の入学生から適用する。

なお、現に在学する学生については、第 5条第 2項、第 6条、第14条第 2項、第 3項、第43条の規定にかかわら

ず、従前の例による。（学部の目的、学生定員、別表Ⅰ音楽学部教育課程、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂、条文整

理、条文番号改訂）

附 則 本学則は平成27年 4月 1日から施行する。（ᠬᡄ、⿢定、教育職員、஦ົ職員等、教授会の目的、教授会の⤌⧊、

教授会のᣍ㞟､㆟㛗、教授会のᑂ㆟஦項、教授会の成❧に係る改訂、別表Ⅰ表㢟の一部改訂）

附 則 本学則は平成28年 4月 1日から施行する。

なお、現に在学する学生については、第15条、第26条、第27条、第42条及び第43条の規定にかかわらず、従前の

例による。

(㈨᱁取得に関する科目等、㈨᱁の取得、別表Ⅰの一部改訂、別表Ⅲ表㢟の一部改訂、別表Ⅴ音楽学部納付金の改

訂、条文整理)

附 則 本学則は平成29年 4月 1日から施行し、平成29年度の入学生から適用する。なお、現に在学する学生については、

第 1条、第 5条、第 6条、第10条、第12条、第13条、第14条、第15条、第16条、第17条、第18条、第20条、第20条

の 3、第28条、第31条、第34条、第36条、第37条の 2、第38条、第42条、第43条の規定にかかわらず、従前の例に

よる。（目的及び౑࿨、学部・学科・コース、学部の目的、課程、学生定員、修業年㝈、学期、休業日、授業科目、
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免許等取得に関する科目等、履修の方法、学年進級基準、免許等の取得、単位の計算方法、他大学における既修得

単位の認定、保証人、休学、退学、転入学及び編入学、転科・コースの変更、除籍、別表Ⅰ音楽学部教育課程、別

表Ⅱ教職に関する科目等、別表Ⅲ博物館に関する科目等、別表Ⅳ音楽学部第 3年次進級基準、別表Ⅴ音楽学部納付

金に係る改訂）ただし、第14条別表Ⅰ音楽学部教育課程のうち、第14条第 5項(教養科目)は、現に在学する学生に

も適用する。

2 (音楽学部器楽学科、声楽学科、作曲学科、音楽学学科、音楽教育学科、ヴィルトゥオーソ学科、音楽環境運営学

科の存続に関する経過措置)

音楽学部器楽学科、声楽学科、作曲学科、音楽学学科、音楽教育学科、ヴィルトゥオーソ学科、音楽環境運営学科

は、改正後の学則第5条の規定にかかわらず平成32年 3月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくな

るまでの間、存続するものとする。また、第6条の規定にかかわらず平成29年度から平成31年度までの間の定員は

次のとおりとする。

学科 平成29年度 平成30年度 平成31年度

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員

演奏学科 270 270 270 540 270 810

音楽総合学科 40 40 40 80 40 120

器楽学科 － 600 － 400 － 200

声楽学科 － 150 － 100 － 50

作曲学科 － 15 － 10 － 5

音楽学学科 － 15 － 10 － 5

音楽教育学科 － 45 － 30 － 15

ヴィルトゥオーソ学科 － 60 － 40 － 20

音楽環境運営学科 － 45 － 30 － 15

附 則 本学則は平成30年 4月 1日から施行し、第12条、第60条は現に在学する学生にも適用する。(学期、博物館)

附 則 本学則は平成31年 4月 1日から施行する。

なお、現に在学する学生については、第15条第 1項、第18条、第26条、第27条、第42条及び第43条の規定にかか

わらず、従前の例による。

（免許等取得に関する科目等、免許等の取得、施設費、別表Ⅱの一部改訂、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂）

附 則 本学則は令和 2年 4月 1日から施行する。

なお、現に在学する学生については、第26条、第28条、第29条、第30条、第31条及び第34条の規定にかかわらず、

従前の例による。

（連帯保証人、休学、退学、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂）

附 則 本学則は令和 3年 4月 1日から施行する。

なお、現に在学する学生については、第14条、第17条、第26条の規定にかかわらず、従前の例による。

（文言整理、授業の形態の新設による条文番号の整理、別表Ⅰ音楽学部教育課程、学年進級基準及び別表Ⅳ音楽学

部第３年次進級基準の改訂、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂）

附 則 本学則は令和 4年 4月 1日から施行し、令和 4年度の入学生から適用する。

なお、現に在学する学生については、第 6条、第14条、第22条の規定にかかわらず、従前の例による。

（定員の変更、文言整理、教授会に係る条文を別に定めたことによる条の繰り上げ、学則の変更の新設、別表Ⅰ音

楽学部教育課程、別表Ⅱ教科の指導法及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等の改訂）

附 則 本学則は令和 5年 4月 1日から施行し、令和 5年度の入学生から適用する。

なお、現に在学する学生については、第 5条、第14条、第20条の 3、第26条、第27条の規定にかかわらず、従前

の例による。

（学部･学科･コース､学部の目的､課程、単位の授与及び成績評価、別表Ⅰ音楽学部教育課程、別表Ⅴ音楽学部納付

金の改訂、別表Ⅵ各学科･各コースの目的の新設）
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ู⾲Ϩ 㡢楽学㒊ᩍ⫱ㄢ⛬㸦➨14᮲㛵ಀ㸧

専㛛科┠࣭እᅜㄒ科┠࣭ᩍ㣴科┠࣭ᇶ♏科┠

演奏学科
演奏学科 器楽コース(᭷㘽楽器専修ࣀ࢔ࣆ) 演奏学科 器楽コース(᭷㘽楽器専修オルࣥ࢞)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

専攻実技(ピアノ)Ⅰ～Ⅷ 専攻実技(オル࢞ン)Ⅰ～Ⅷ
㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱

卒業演奏(ピアノ) ４ 卒業演奏(オル࢞ン) ４
専

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 専 Ⅰ Ⅱ
門 ソルフェージュⅠ～Ⅳ ピアノⅠ・Ⅱ

㸳２ １ １ １ １ １ １
門

科 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
和声Ⅰ～Ⅳ 㸳４ ㏻奏ప音Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ 科 １ １ １ １
目 必

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
必 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ 修 １ １ １ １
修 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

㘽┙音楽史Ⅰ・Ⅱ 科 和声Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２

科
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
目 １ １ １ １ ２ ２ ２ ２

外
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 外
科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １
目 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

目
教

キャリアデザイン(導入編) １ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ
養

２
科 教

キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(導入編) １
目 養

２
Ⅰ Ⅱ 科

ึぢ演奏法Ⅰ・Ⅱ キャリアデザイン(展開編) １
１ １ 目

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
క奏法基礎Ⅰ・Ⅱ క奏法基礎Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
ピアノアンࢧンࣈル研究 Ⅰ Ⅱ ༶⯆演奏入門(ピアノ) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
༶⯆演奏入門(ピアノ) Ⅰ Ⅱ ༶⯆演奏法(オル࢞ン) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
レパートリー研究(ピアノ) Ⅰ Ⅱ レパートリー研究 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ (オル࢞ン)Ⅰ・Ⅱ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

声楽Ⅰ・Ⅱ ピアノⅢ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １

選 専 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ
混声合唱Ⅰ～Ⅷ 声楽Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
択 門 １ １ １ １ １ １

選 専 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
２８ 女声合唱Ⅰ～Ⅵ 混声合唱Ⅰ～Ⅷ

科 科 １ １
択 門 １ １ １ １ １ １

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
目 目 ソルフェージュⅤ～Ⅷ ２８ 女声合唱Ⅰ～Ⅵ

１ １ １ １ 科 科
Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

和声Ⅴ・Ⅵ 目 目 ソルフェージュⅤ～Ⅷ
２ ２ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

対位法Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

楽式Ⅰ・Ⅱ 対位法Ⅰ～Ⅳ
１ １ ２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ １ １

Ⅰ Ⅱ
日本音楽概論 ２ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ

２ ２
Ⅰ Ⅱ

諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 日本音楽概論 ２
２ ２

Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２
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免許等取得に関する科目等、履修の方法、学年進級基準、免許等の取得、単位の計算方法、他大学における既修得

単位の認定、保証人、休学、退学、転入学及び編入学、転科・コースの変更、除籍、別表Ⅰ音楽学部教育課程、別

表Ⅱ教職に関する科目等、別表Ⅲ博物館に関する科目等、別表Ⅳ音楽学部第 3年次進級基準、別表Ⅴ音楽学部納付

金に係る改訂）ただし、第14条別表Ⅰ音楽学部教育課程のうち、第14条第 5項(教養科目)は、現に在学する学生に

も適用する。

2 (音楽学部器楽学科、声楽学科、作曲学科、音楽学学科、音楽教育学科、ヴィルトゥオーソ学科、音楽環境運営学

科の存続に関する経過措置)

音楽学部器楽学科、声楽学科、作曲学科、音楽学学科、音楽教育学科、ヴィルトゥオーソ学科、音楽環境運営学科

は、改正後の学則第5条の規定にかかわらず平成32年 3月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくな

るまでの間、存続するものとする。また、第6条の規定にかかわらず平成29年度から平成31年度までの間の定員は

次のとおりとする。

学科 平成29年度 平成30年度 平成31年度

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員

演奏学科 270 270 270 540 270 810

音楽総合学科 40 40 40 80 40 120

器楽学科 － 600 － 400 － 200

声楽学科 － 150 － 100 － 50

作曲学科 － 15 － 10 － 5

音楽学学科 － 15 － 10 － 5

音楽教育学科 － 45 － 30 － 15

ヴィルトゥオーソ学科 － 60 － 40 － 20

音楽環境運営学科 － 45 － 30 － 15

附 則 本学則は平成30年 4月 1日から施行し、第12条、第60条は現に在学する学生にも適用する。(学期、博物館)

附 則 本学則は平成31年 4月 1日から施行する。

なお、現に在学する学生については、第15条第 1項、第18条、第26条、第27条、第42条及び第43条の規定にかか

わらず、従前の例による。

（免許等取得に関する科目等、免許等の取得、施設費、別表Ⅱの一部改訂、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂）

附 則 本学則は令和 2年 4月 1日から施行する。

なお、現に在学する学生については、第26条、第28条、第29条、第30条、第31条及び第34条の規定にかかわらず、

従前の例による。

（連帯保証人、休学、退学、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂）

附 則 本学則は令和 3年 4月 1日から施行する。

なお、現に在学する学生については、第14条、第17条、第26条の規定にかかわらず、従前の例による。

（文言整理、授業の形態の新設による条文番号の整理、別表Ⅰ音楽学部教育課程、学年進級基準及び別表Ⅳ音楽学

部第３年次進級基準の改訂、別表Ⅴ音楽学部納付金の改訂）

附 則 本学則は令和 4年 4月 1日から施行し、令和 4年度の入学生から適用する。

なお、現に在学する学生については、第 6条、第14条、第22条の規定にかかわらず、従前の例による。

（定員の変更、文言整理、教授会に係る条文を別に定めたことによる条の繰り上げ、学則の変更の新設、別表Ⅰ音

楽学部教育課程、別表Ⅱ教科の指導法及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等の改訂）

附 則 本学則は令和 5年 4月 1日から施行し、令和 5年度の入学生から適用する。

なお、現に在学する学生については、第 5条、第14条、第20条の 3、第26条、第27条の規定にかかわらず、従前

の例による。

（学部･学科･コース､学部の目的､課程、単位の授与及び成績評価、別表Ⅰ音楽学部教育課程、別表Ⅴ音楽学部納付

金の改訂、別表Ⅵ各学科･各コースの目的の新設）
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ู⾲Ϩ 㡢楽学㒊ᩍ⫱ㄢ⛬㸦➨14᮲㛵ಀ㸧

専㛛科┠࣭እᅜㄒ科┠࣭ᩍ㣴科┠࣭ᇶ♏科┠

演奏学科
演奏学科 器楽コース(᭷㘽楽器専修ࣀ࢔ࣆ) 演奏学科 器楽コース(᭷㘽楽器専修オルࣥ࢞)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

専攻実技(ピアノ)Ⅰ～Ⅷ 専攻実技(オル࢞ン)Ⅰ～Ⅷ
㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱

卒業演奏(ピアノ) ４ 卒業演奏(オル࢞ン) ４
専

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 専 Ⅰ Ⅱ
門 ソルフェージュⅠ～Ⅳ ピアノⅠ・Ⅱ

㸳２ １ １ １ １ １ １
門

科 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
和声Ⅰ～Ⅳ 㸳４ ㏻奏ప音Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ 科 １ １ １ １
目 必

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
必 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ 修 １ １ １ １
修 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

㘽┙音楽史Ⅰ・Ⅱ 科 和声Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２

科
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
目 １ １ １ １ ２ ２ ２ ２

外
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 外
科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １
目 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

目
教

キャリアデザイン(導入編) １ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ
養

２
科 教

キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(導入編) １
目 養

２
Ⅰ Ⅱ 科

ึぢ演奏法Ⅰ・Ⅱ キャリアデザイン(展開編) １
１ １ 目

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
క奏法基礎Ⅰ・Ⅱ క奏法基礎Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
ピアノアンࢧンࣈル研究 Ⅰ Ⅱ ༶⯆演奏入門(ピアノ) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
༶⯆演奏入門(ピアノ) Ⅰ Ⅱ ༶⯆演奏法(オル࢞ン) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
レパートリー研究(ピアノ) Ⅰ Ⅱ レパートリー研究 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ (オル࢞ン)Ⅰ・Ⅱ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

声楽Ⅰ・Ⅱ ピアノⅢ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １

選 専 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ
混声合唱Ⅰ～Ⅷ 声楽Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
択 門 １ １ １ １ １ １

選 専 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
２８ 女声合唱Ⅰ～Ⅵ 混声合唱Ⅰ～Ⅷ

科 科 １ １
択 門 １ １ １ １ １ １

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
目 目 ソルフェージュⅤ～Ⅷ ２８ 女声合唱Ⅰ～Ⅵ

１ １ １ １ 科 科
Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

和声Ⅴ・Ⅵ 目 目 ソルフェージュⅤ～Ⅷ
２ ２ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

対位法Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

楽式Ⅰ・Ⅱ 対位法Ⅰ～Ⅳ
１ １ ２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ １ １

Ⅰ Ⅱ
日本音楽概論 ２ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ

２ ２
Ⅰ Ⅱ

諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 日本音楽概論 ２
２ ２

Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２
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演奏学科 器楽コース(管楽器専修) 演奏学科 器楽コース(打楽器専修)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

専攻実技(管楽器)Ⅰ～Ⅷ 専攻実技(打楽器)Ⅰ～Ⅷ
㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱

卒業演奏(管楽器) ４ 卒業演奏(打楽器) ４

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ピアノⅠ～Ⅳ ピアノⅠ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
専 Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 専 Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅴ～Ⅷ 管弦楽Ⅴ～Ⅷ
門 門 １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
６㸮 管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ １ １ １ １ ６㸮 管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

科 １ １ 科 １ １
１ １ １ １

必 目 管楽合奏Ⅰ～Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 必 目 打楽器合奏Ⅰ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ

修 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 修 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ソルフェージュⅠ～Ⅳ ソルフェージュⅠ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
科 科

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
和声Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅰ～Ⅳ

目 ２ ２ ２ ２ 目 ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅰ～Ⅷ 管弦楽Ⅰ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
管・打楽器合奏Ⅴ～Ⅷ 管・打楽器合奏Ⅴ～Ⅷ

１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

管楽合奏Ⅲ～Ⅵ 打楽器合奏Ⅰ～Ⅵ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １

オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(管楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ (打楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
レパートリー研究(管楽器) Ⅰ Ⅱ レパートリー研究(打楽器) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

ピアノⅤ～Ⅷ ピアノⅤ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

選 専 声楽Ⅰ・Ⅱ 選 専 声楽Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

択 門 択 門
２８ 混声合唱Ⅰ～Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ２８ 混声合唱Ⅰ～Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 科 科 科
１ １ １ １ １ １ １ １

女声合唱Ⅰ～Ⅳ 女声合唱Ⅰ～Ⅳ
目 目 目 目

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
ソルフェージュⅤ～Ⅷ ソルフェージュⅤ～Ⅷ

１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ

和声Ⅴ・Ⅵ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

対位法Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２
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演奏学科 器楽コース(ᘻ楽器専修) 演奏学科 ኌ楽コース

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

専攻実技(弦楽器)Ⅰ～Ⅷ 専攻実技(声楽)Ⅰ～Ⅷ
㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱

卒業演奏(弦楽器) ４ 卒業演奏(声楽) ４

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
ピアノⅠ～Ⅳ 専 ピアノⅠ～Ⅵ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 門 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅴ～Ⅷ ６２ 混声合唱Ⅰ～Ⅷ
専 １ １ １ １ １ １ １ １

１ １ １ １ 科
管・打楽器合奏Ⅴ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

門 ソルフェージュⅠ～Ⅳ
(㺘㺻㺢㺵㺨㺼㺛㺂㺨㺎㺪㺽) 目 １ １ １ １

６㸮 必
科 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

弦楽合奏Ⅰ・Ⅱ 和声Ⅰ～Ⅳ
必 １ １ 修 ２ ２ ２ ２

目
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

修 ᐊෆ楽Ⅰ・Ⅱ 科 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
１ １ ２ ２ ２ ２

科 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ソルフェージュⅠ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
目 外

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
和声Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ １ １ １ １
目

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
英語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １
外

教
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ キャリアデザイン(導入編) １

養
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ２

科
科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ キャリアデザイン(展開編) １

１ １ １ １ 目
目

基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 声楽アンࢧンࣈルⅠ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ
１࣭１

教 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
キャリアデザイン(導入編) １ ᐊෆ合唱Ⅰ～Ⅷ

養 １ １ １ １ １ １ １ １
２

科
キャリアデザイン(展開編) １ オ࣌ラ基礎演技Ⅰ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ

目 １࣭１
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

管弦楽Ⅰ～Ⅷ オ࣌ラ㔜唱Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ ディࣙࢩࢡン(ドイツ語) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(㺘㺻㺢㺵㺨㺼㺛㺂㺨㺎㺪㺽) １ １ １ １ １ １ １ １ Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
Ⅲ Ⅳ ディࣙࢩࢡン(イタリア語) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

弦楽合奏Ⅲ・Ⅳ
１ １ Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １

オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ディࣙࢩࢡン(フランス語) Ⅰ Ⅱ

(弦楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ 選 専 Ⅰ・Ⅱ １ １
レパートリー研究(弦楽器) Ⅰ Ⅱ レパートリー研究(声楽) Ⅰ Ⅱ

択 門
Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １

２８
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 科 科 Ⅶ Ⅷ

ピアノⅤ～Ⅷ ピアノⅦ・Ⅷ
１ １ １ １ １ １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

声楽Ⅰ・Ⅱ ソルフェージュⅤ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １

選 専 Ⅴ Ⅵ
混声合唱Ⅰ～Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 和声Ⅴ・Ⅵ

２ ２
択 門

１ １ １ １ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
２８ 女声合唱Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ

科 科 ２ ２ ２ ２
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ

目 目 ソルフェージュⅤ～Ⅷ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ

和声Ⅴ・Ⅵ 楽器学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

対位法Ⅰ～Ⅳ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 日本音楽概論 ２
１ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

１ １ ２ ２
Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２

日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２
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演奏学科 器楽コース(管楽器専修) 演奏学科 器楽コース(打楽器専修)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

専攻実技(管楽器)Ⅰ～Ⅷ 専攻実技(打楽器)Ⅰ～Ⅷ
㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱

卒業演奏(管楽器) ４ 卒業演奏(打楽器) ４

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ピアノⅠ～Ⅳ ピアノⅠ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
専 Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 専 Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅴ～Ⅷ 管弦楽Ⅴ～Ⅷ
門 門 １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
６㸮 管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ １ １ １ １ ６㸮 管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

科 １ １ 科 １ １
１ １ １ １

必 目 管楽合奏Ⅰ～Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 必 目 打楽器合奏Ⅰ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ

修 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 修 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ソルフェージュⅠ～Ⅳ ソルフェージュⅠ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
科 科

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
和声Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅰ～Ⅳ

目 ２ ２ ２ ２ 目 ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅰ～Ⅷ 管弦楽Ⅰ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
管・打楽器合奏Ⅴ～Ⅷ 管・打楽器合奏Ⅴ～Ⅷ

１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

管楽合奏Ⅲ～Ⅵ 打楽器合奏Ⅰ～Ⅵ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １

オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(管楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ (打楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
レパートリー研究(管楽器) Ⅰ Ⅱ レパートリー研究(打楽器) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

ピアノⅤ～Ⅷ ピアノⅤ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

選 専 声楽Ⅰ・Ⅱ 選 専 声楽Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

択 門 択 門
２８ 混声合唱Ⅰ～Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ２８ 混声合唱Ⅰ～Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 科 科 科
１ １ １ １ １ １ １ １

女声合唱Ⅰ～Ⅳ 女声合唱Ⅰ～Ⅳ
目 目 目 目

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
ソルフェージュⅤ～Ⅷ ソルフェージュⅤ～Ⅷ

１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ

和声Ⅴ・Ⅵ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

対位法Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２
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演奏学科 器楽コース(ᘻ楽器専修) 演奏学科 ኌ楽コース

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

専攻実技(弦楽器)Ⅰ～Ⅷ 専攻実技(声楽)Ⅰ～Ⅷ
㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱 㸱

卒業演奏(弦楽器) ４ 卒業演奏(声楽) ４

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
ピアノⅠ～Ⅳ 専 ピアノⅠ～Ⅵ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 門 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅴ～Ⅷ ６２ 混声合唱Ⅰ～Ⅷ
専 １ １ １ １ １ １ １ １

１ １ １ １ 科
管・打楽器合奏Ⅴ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

門 ソルフェージュⅠ～Ⅳ
(㺘㺻㺢㺵㺨㺼㺛㺂㺨㺎㺪㺽) 目 １ １ １ １

６㸮 必
科 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

弦楽合奏Ⅰ・Ⅱ 和声Ⅰ～Ⅳ
必 １ １ 修 ２ ２ ２ ２

目
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

修 ᐊෆ楽Ⅰ・Ⅱ 科 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
１ １ ２ ２ ２ ２

科 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ソルフェージュⅠ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
目 外

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
和声Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ １ １ １ １
目

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
英語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １
外

教
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ キャリアデザイン(導入編) １

養
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ２

科
科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ キャリアデザイン(展開編) １

１ １ １ １ 目
目

基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 声楽アンࢧンࣈルⅠ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ
１࣭１

教 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
キャリアデザイン(導入編) １ ᐊෆ合唱Ⅰ～Ⅷ

養 １ １ １ １ １ １ １ １
２

科
キャリアデザイン(展開編) １ オ࣌ラ基礎演技Ⅰ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ

目 １࣭１
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

管弦楽Ⅰ～Ⅷ オ࣌ラ㔜唱Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ ディࣙࢩࢡン(ドイツ語) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(㺘㺻㺢㺵㺨㺼㺛㺂㺨㺎㺪㺽) １ １ １ １ １ １ １ １ Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
Ⅲ Ⅳ ディࣙࢩࢡン(イタリア語) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

弦楽合奏Ⅲ・Ⅳ
１ １ Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １

オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ディࣙࢩࢡン(フランス語) Ⅰ Ⅱ

(弦楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ 選 専 Ⅰ・Ⅱ １ １
レパートリー研究(弦楽器) Ⅰ Ⅱ レパートリー研究(声楽) Ⅰ Ⅱ

択 門
Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １

２８
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 科 科 Ⅶ Ⅷ

ピアノⅤ～Ⅷ ピアノⅦ・Ⅷ
１ １ １ １ １ １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

声楽Ⅰ・Ⅱ ソルフェージュⅤ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １

選 専 Ⅴ Ⅵ
混声合唱Ⅰ～Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 和声Ⅴ・Ⅵ

２ ２
択 門

１ １ １ １ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
２８ 女声合唱Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ

科 科 ２ ２ ２ ２
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ

目 目 ソルフェージュⅤ～Ⅷ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ

和声Ⅴ・Ⅵ 楽器学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

対位法Ⅰ～Ⅳ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 日本音楽概論 ２
１ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

１ １ ２ ２
Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２

日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２
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演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(᭷㘽楽器専修ࣀ࢔ࣆ) 演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(᭷㘽楽器専修オルࣥ࢞)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

(ヴィル・ピアノ)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ (ヴィル・オル࢞ン)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４
卒業演奏 卒業演奏

６ ６
(ヴィル・ピアノ) (ヴィル・オル࢞ン)

専 レパートリー研究(ピアノ) Ⅰ Ⅱ 専 レパートリー研究 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ (オル࢞ン)Ⅰ・Ⅱ １ １
門 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ ６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ

科 １ １ １ １ 科 １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

必 必
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

和声Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅰ～Ⅳ
修 ２ ２ ２ ２ 修 ２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
科 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 科 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

ึぢ演奏法Ⅰ・Ⅱ క奏法基礎Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
క奏法基礎Ⅰ・Ⅱ ㏻奏ప音Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １
ピアノアンࢧンࣈル研究 Ⅰ Ⅱ ༶⯆演奏入門(ピアノ) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
༶⯆演奏入門(ピアノ) Ⅰ Ⅱ ༶⯆演奏法(オル࢞ン) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

声楽Ⅰ・Ⅱ ピアノⅠ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ
混声合唱Ⅰ～Ⅷ 声楽Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
選 専 １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
女声合唱Ⅰ～Ⅵ 混声合唱Ⅰ～Ⅷ

択 門 １ １
２８ 選 専 １ １ １ １ １ １

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
科 科 ソルフェージュⅤ～Ⅷ 女声合唱Ⅰ～Ⅵ

１ １ １ １ 択 門
２８

目 目 Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
和声Ⅴ・Ⅵ 科 科 ソルフェージュⅤ～Ⅷ

２ ２ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 目 目 Ⅴ Ⅵ

対位法Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

楽式Ⅰ・Ⅱ 対位法Ⅰ～Ⅳ
１ １ ２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

㘽┙音楽史Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２
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演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(管楽器専修) 演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(打楽器専修)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

(ヴィル・管楽器)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ (ヴィル・打楽器)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

卒業演奏(ヴィル・管楽器) ６ 卒業演奏(ヴィル・打楽器) ６

専 レパートリー研究(管楽器) Ⅰ Ⅱ 専 レパートリー研究(打楽器) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
門 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ ６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ

科 １ １ １ １ 科 １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 必 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

必 和声Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

修
修 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ 科 ２ ２ ２ ２

科
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 目 英語Ⅰ～Ⅳ
目 １ １ １ １ １ １ １ １

外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅰ～Ⅷ 管弦楽Ⅰ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ 管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
管楽合奏Ⅰ～Ⅵ 打楽器合奏Ⅰ～Ⅵ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(管楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ (打楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

ピアノⅠ～Ⅷ ピアノⅠ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
声楽Ⅰ・Ⅱ 声楽Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 選 専 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

選 専 混声合唱Ⅰ～Ⅳ 混声合唱Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ 択 門 １ １ １ １

択 門 ２８
２８ 女声合唱Ⅰ～Ⅳ 女声合唱Ⅰ～Ⅳ

科 科
科 科

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
ソルフェージュⅤ～Ⅷ 目 目 ソルフェージュⅤ～Ⅷ

目 目 １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ

和声Ⅴ・Ⅵ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

対位法Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２
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演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(᭷㘽楽器専修ࣀ࢔ࣆ) 演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(᭷㘽楽器専修オルࣥ࢞)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

(ヴィル・ピアノ)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ (ヴィル・オル࢞ン)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４
卒業演奏 卒業演奏

６ ６
(ヴィル・ピアノ) (ヴィル・オル࢞ン)

専 レパートリー研究(ピアノ) Ⅰ Ⅱ 専 レパートリー研究 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ (オル࢞ン)Ⅰ・Ⅱ １ １
門 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ ６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ

科 １ １ １ １ 科 １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

必 必
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

和声Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅰ～Ⅳ
修 ２ ２ ２ ２ 修 ２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
科 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 科 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

ึぢ演奏法Ⅰ・Ⅱ క奏法基礎Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
క奏法基礎Ⅰ・Ⅱ ㏻奏ప音Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １
ピアノアンࢧンࣈル研究 Ⅰ Ⅱ ༶⯆演奏入門(ピアノ) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
༶⯆演奏入門(ピアノ) Ⅰ Ⅱ ༶⯆演奏法(オル࢞ン) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

声楽Ⅰ・Ⅱ ピアノⅠ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ
混声合唱Ⅰ～Ⅷ 声楽Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
選 専 １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
女声合唱Ⅰ～Ⅵ 混声合唱Ⅰ～Ⅷ

択 門 １ １
２８ 選 専 １ １ １ １ １ １

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
科 科 ソルフェージュⅤ～Ⅷ 女声合唱Ⅰ～Ⅵ

１ １ １ １ 択 門
２８

目 目 Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
和声Ⅴ・Ⅵ 科 科 ソルフェージュⅤ～Ⅷ

２ ２ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 目 目 Ⅴ Ⅵ

対位法Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

楽式Ⅰ・Ⅱ 対位法Ⅰ～Ⅳ
１ １ ２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

㘽┙音楽史Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２
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演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(管楽器専修) 演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(打楽器専修)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

(ヴィル・管楽器)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ (ヴィル・打楽器)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

卒業演奏(ヴィル・管楽器) ６ 卒業演奏(ヴィル・打楽器) ６

専 レパートリー研究(管楽器) Ⅰ Ⅱ 専 レパートリー研究(打楽器) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
門 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ ６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ

科 １ １ １ １ 科 １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 必 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

必 和声Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

修
修 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ 科 ２ ２ ２ ２

科
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 目 英語Ⅰ～Ⅳ
目 １ １ １ １ １ １ １ １

外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅰ～Ⅷ 管弦楽Ⅰ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ 管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
管楽合奏Ⅰ～Ⅵ 打楽器合奏Ⅰ～Ⅵ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

(管楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ (打楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

ピアノⅠ～Ⅷ ピアノⅠ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
声楽Ⅰ・Ⅱ 声楽Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 選 専 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

選 専 混声合唱Ⅰ～Ⅳ 混声合唱Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ 択 門 １ １ １ １

択 門 ２８
２８ 女声合唱Ⅰ～Ⅳ 女声合唱Ⅰ～Ⅳ

科 科
科 科

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
ソルフェージュⅤ～Ⅷ 目 目 ソルフェージュⅤ～Ⅷ

目 目 １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ

和声Ⅴ・Ⅵ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

対位法Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２
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演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(ᘻ楽器専修) 演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(ኌ楽専修)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

(ヴィル・弦楽器)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ (ヴィル・声楽)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

卒業演奏(ヴィル・弦楽器) ６ 卒業演奏(ヴィル・声楽) ６

専 レパートリー研究(弦楽器) Ⅰ Ⅱ 専 レパートリー研究(声楽) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
門 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ ６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ

科 １ １ １ １ 科 １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ
１ １ １ １ 必 １ １ １ １

必
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

和声Ⅰ～Ⅳ 修 和声Ⅰ～Ⅳ
修 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 科 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
科 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
目

目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
英語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅰ～Ⅷ 声楽アンࢧンࣈルⅠ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ
１ １ １ １ １ １ １ １ １࣭１

管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
混声合唱Ⅰ～Ⅷ

(㺘㺻㺢㺵㺨㺼㺛㺂㺨㺎㺪㺽) １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

弦楽合奏Ⅰ～Ⅳ ᐊෆ合唱Ⅰ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ

ᐊෆ楽Ⅰ・Ⅱ オ࣌ラ基礎演技Ⅰ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ
１ １ １࣭１

オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
オ࣌ラ㔜唱Ⅰ～Ⅳ

(弦楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ ディࣙࢩࢡン(ドイツ語) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ピアノⅠ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １

選 専 Ⅰ Ⅱ 選 専 ディࣙࢩࢡン(イタリア語) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
声楽Ⅰ・Ⅱ

１ １ Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
択 門 択 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ディࣙࢩࢡン(フランス語) Ⅰ Ⅱ
２８ 混声合唱Ⅰ～Ⅳ ２８

科 科 科 科 Ⅰ・Ⅱ １ １
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
目 目 女声合唱Ⅰ～Ⅳ 目 目 ピアノⅠ～Ⅷ

１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

ソルフェージュⅤ～Ⅷ ソルフェージュⅤ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ

和声Ⅴ・Ⅵ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

対位法Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２
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音楽総合学科

この学科は４つのコースで構成され、入学時においては特定のコースを決めない（オープンメジャーシステム）で履修するか、あるいは入学時から特定のコースを決
めて履修するかを選択できる。

オープンメジャーシステム

１．第１年次の学生全員が「表１」の科目を履修する。

２．第２年次から４年次では、１８ページおよび１９ページに記載されている教育課程の中から、自分で選択したコースの第２年次以降の科目を履修する。

３．第２年次に追加で履修が必要となる科目は「表２」のとおり。
上記２で選択した「コース別教育課程」の第２年次に開講している科目に加え、「表２」に記載の科目を履修しなければならない。

４．全学科共通の自由科目については、２０ページの教育課程により第１年次から履修する。

表１ 第１年次に履修する科目 表２ 第２年次に追加で履修が必要となる科目

１
種 区 必 要 年次 【作曲コース】

前 後
別 分 単位数 科目

期 期
音楽基礎理論Ⅰ ２単位

音楽の世界史 ２ 音楽基礎理論Ⅱ ２単位

音楽心理学(基礎) ２

現代社会と音楽 ２ 【音楽学コース】

基 現代と音楽ビジネス ２ 音楽学概論Ⅰ ２単位
音楽学概論Ⅱ ２単位

礎
８ 音楽指導実践(基礎) ２

科
ポピュラー・カルチャー論 ２

目
【音楽教育コース】

デジタルメディア進化論 ２
音楽教育学概論Ⅰ ２単位

ビジネスマナーとコミュニ
２ 音楽教育学概論Ⅱ ２単位

ケーション能力
必

音楽アナリーゼ(基礎) ２
修

音楽アナリーゼ(発展) ２ 【アートマネジメントコース】
科

目 楽譜作成ソフトウェア講座 ２ アートマネジメント研究(基礎)Ⅰ ２単位
アートマネジメント研究(基礎)Ⅱ ２単位

Ⅰ Ⅱ
西洋音楽史Ⅰ・Ⅱ

専 ２ ２
(ピ ア ノ)

門
(オルガン)

６ 音楽実技 Ⅰ Ⅱ
科 (管 楽 器)

Ⅰ・Ⅱ (打 楽 器) １ １
目

(弦 楽 器)
(声 楽)

Ⅰ Ⅱ
英語Ⅰ・Ⅱ

１ １
外
国 基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
語 ４ Ⅰ Ⅱ

科 基礎イタリア語Ⅰ・Ⅱ
１ １

目
基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ

教
養

１ キャリアデザイン(導入編) １
科
目

Ⅰ Ⅱ
音楽基礎理論Ⅰ・Ⅱ

２ ２
Ⅰ Ⅱ

記譜法Ⅰ・Ⅱ
２ ２
Ⅰ Ⅱ

混声合唱Ⅰ・Ⅱ
選 専

１ １
択 門 女声合唱Ⅰ・Ⅱ

８
科 科 Ⅰ Ⅱ

ソルフェージュⅠ・Ⅱ
１ １

目 目
Ⅰ Ⅱ

和声Ⅰ・Ⅱ
２ ２

日本音楽概論 ２

ピアノⅠ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ

｢音楽実技(ピアノ)履修者以外｣ １ １

備考１．音楽総合学科に所属する者に限り、音楽総合学科の４コースに開設している選択科目を横断して履修することができ、選択科目の必要単位数に含むことがで

きる。

２．フィックスメジャーシステムで履修する者は、オープンメジャーシステムに開設する基礎科目を自由科目の一部として履修し、自由科目の必要単位数に含む

ことができる。
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演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(ᘻ楽器専修) 演奏学科 ヴィルトゥオーゾコース(ኌ楽専修)

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 専攻実技 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

(ヴィル・弦楽器)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ (ヴィル・声楽)Ⅰ～Ⅷ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

卒業演奏(ヴィル・弦楽器) ６ 卒業演奏(ヴィル・声楽) ６

専 レパートリー研究(弦楽器) Ⅰ Ⅱ 専 レパートリー研究(声楽) Ⅰ Ⅱ

Ⅰ・Ⅱ １ １ Ⅰ・Ⅱ １ １
門 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ ６４ 演奏ゼミナールⅠ～Ⅳ

科 １ １ １ １ 科 １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ
１ １ １ １ 必 １ １ １ １

必
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

和声Ⅰ～Ⅳ 修 和声Ⅰ～Ⅳ
修 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 科 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
科 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
目

目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
英語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

管弦楽Ⅰ～Ⅷ 声楽アンࢧンࣈルⅠ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ
１ １ １ １ １ １ １ １ １࣭１

管・打楽器合奏Ⅰ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
混声合唱Ⅰ～Ⅷ

(㺘㺻㺢㺵㺨㺼㺛㺂㺨㺎㺪㺽) １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

弦楽合奏Ⅰ～Ⅳ ᐊෆ合唱Ⅰ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ

ᐊෆ楽Ⅰ・Ⅱ オ࣌ラ基礎演技Ⅰ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ
１ １ １࣭１

オーケストラスタディ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
オ࣌ラ㔜唱Ⅰ～Ⅳ

(弦楽器)Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ ディࣙࢩࢡン(ドイツ語) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ピアノⅠ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １ Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １

選 専 Ⅰ Ⅱ 選 専 ディࣙࢩࢡン(イタリア語) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
声楽Ⅰ・Ⅱ

１ １ Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
択 門 択 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ディࣙࢩࢡン(フランス語) Ⅰ Ⅱ
２８ 混声合唱Ⅰ～Ⅳ ２８

科 科 科 科 Ⅰ・Ⅱ １ １
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
目 目 女声合唱Ⅰ～Ⅳ 目 目 ピアノⅠ～Ⅷ

１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

ソルフェージュⅤ～Ⅷ ソルフェージュⅤ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅴ Ⅵ Ⅴ Ⅵ

和声Ⅴ・Ⅵ 和声Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

対位法Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２
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音楽総合学科

この学科は４つのコースで構成され、入学時においては特定のコースを決めない（オープンメジャーシステム）で履修するか、あるいは入学時から特定のコースを決
めて履修するかを選択できる。

オープンメジャーシステム

１．第１年次の学生全員が「表１」の科目を履修する。

２．第２年次から４年次では、１８ページおよび１９ページに記載されている教育課程の中から、自分で選択したコースの第２年次以降の科目を履修する。

３．第２年次に追加で履修が必要となる科目は「表２」のとおり。
上記２で選択した「コース別教育課程」の第２年次に開講している科目に加え、「表２」に記載の科目を履修しなければならない。

４．全学科共通の自由科目については、２０ページの教育課程により第１年次から履修する。

表１ 第１年次に履修する科目 表２ 第２年次に追加で履修が必要となる科目

１
種 区 必 要 年次 【作曲コース】

前 後
別 分 単位数 科目

期 期
音楽基礎理論Ⅰ ２単位

音楽の世界史 ２ 音楽基礎理論Ⅱ ２単位

音楽心理学(基礎) ２

現代社会と音楽 ２ 【音楽学コース】

基 現代と音楽ビジネス ２ 音楽学概論Ⅰ ２単位
音楽学概論Ⅱ ２単位

礎
８ 音楽指導実践(基礎) ２

科
ポピュラー・カルチャー論 ２

目
【音楽教育コース】

デジタルメディア進化論 ２
音楽教育学概論Ⅰ ２単位

ビジネスマナーとコミュニ
２ 音楽教育学概論Ⅱ ２単位

ケーション能力
必

音楽アナリーゼ(基礎) ２
修

音楽アナリーゼ(発展) ２ 【アートマネジメントコース】
科

目 楽譜作成ソフトウェア講座 ２ アートマネジメント研究(基礎)Ⅰ ２単位
アートマネジメント研究(基礎)Ⅱ ２単位

Ⅰ Ⅱ
西洋音楽史Ⅰ・Ⅱ

専 ２ ２
(ピ ア ノ)

門
(オルガン)

６ 音楽実技 Ⅰ Ⅱ
科 (管 楽 器)

Ⅰ・Ⅱ (打 楽 器) １ １
目

(弦 楽 器)
(声 楽)

Ⅰ Ⅱ
英語Ⅰ・Ⅱ

１ １
外
国 基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
語 ４ Ⅰ Ⅱ

科 基礎イタリア語Ⅰ・Ⅱ
１ １

目
基礎フランス語Ⅰ・Ⅱ

教
養

１ キャリアデザイン(導入編) １
科
目

Ⅰ Ⅱ
音楽基礎理論Ⅰ・Ⅱ

２ ２
Ⅰ Ⅱ

記譜法Ⅰ・Ⅱ
２ ２
Ⅰ Ⅱ

混声合唱Ⅰ・Ⅱ
選 専

１ １
択 門 女声合唱Ⅰ・Ⅱ

８
科 科 Ⅰ Ⅱ

ソルフェージュⅠ・Ⅱ
１ １

目 目
Ⅰ Ⅱ

和声Ⅰ・Ⅱ
２ ２

日本音楽概論 ２

ピアノⅠ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ

｢音楽実技(ピアノ)履修者以外｣ １ １

備考１．音楽総合学科に所属する者に限り、音楽総合学科の４コースに開設している選択科目を横断して履修することができ、選択科目の必要単位数に含むことがで

きる。

２．フィックスメジャーシステムで履修する者は、オープンメジャーシステムに開設する基礎科目を自由科目の一部として履修し、自由科目の必要単位数に含む

ことができる。
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フࢡࢵ࢕スメジャーࢩス࣒ࢸ

音楽総合学科 స᭤コース 音楽総合学科 音楽学コース

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
作᭤法(基礎) Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽学概論Ⅰ・Ⅱ
(ಶேࣞࢵスン)Ⅰ・Ⅱ ２ ２ ２ ２
作᭤法(応用) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

音楽学研究Ⅰ～Ⅵ
(ಶேࣞࢵスン)Ⅰ～Ⅵ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
๰作応用研究Ⅰ～Ⅳ 楽᭩ㅮㄞⅠ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ １ １ １ １
オーࢣストࣞーࣙࢩン Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

≉別演習Ⅰ～Ⅳ
Ⅰ～Ⅴ １ １ １ １ １ １ １ １ １

専 Ⅰ Ⅱ 専 Ⅰ Ⅱ
㹂Ａ㹕(基礎)Ⅰ・Ⅱ 日本音楽史Ⅰ・Ⅱ

１ １ ２ ２
門 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 音楽ジャーࢼリ࣒ࢬ論 Ⅰ Ⅱ
５㸵 㹂Ａ㹕(応用)Ⅰ～Ⅳ ６０

科 １ １ １ １ 科 Ⅰ・Ⅱ １ １
Ⅰ Ⅱ

目 作ရ演ዌ ２ 目 ⥲合演習Ⅰ・Ⅱ
２ ２

必 必
卒業作ရ ４ 卒業論文(音楽学) ４

修 修
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ピアノⅠ～Ⅳ ピアノⅠ～Ⅳ
科 １ １ １ １ 科 １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ ２ ２ ２ ２

外
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 外
科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １
目 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

目
教

キャリアデザイン(導入編) １ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ
養

２
科 教

キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(導入編) １
目 養

２
Ⅰ Ⅱ 科

音楽基礎理論Ⅰ・Ⅱ キャリアデザイン(展開編) １
２ ２ 目
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

グ㆕法Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
映像音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

１ １ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

楽᭤アࢼリーࢮⅠ～Ⅳ ピアノⅤ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ
オルガンⅠ～Ⅷ 声楽Ⅰ・Ⅱ

選 専 １ １
Ⅰ Ⅱ

管楽器Ⅰ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 択 門 混声合唱Ⅰ・Ⅱ
２８ １ １

１ １ １ １ １ １ １ １ 科 科
打楽器Ⅰ～Ⅷ 女声合唱Ⅰ・Ⅱ

選 専
目 目

Ⅴ Ⅵ
択 門 弦楽器Ⅰ～Ⅷ 和声Ⅴ・Ⅵ

２ ２
２８

科 科 Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ピアノⅤ～Ⅷ 対位法Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １ ２ ２ ２ ２
目 目

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
声楽Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ

混声合唱Ⅰ～Ⅵ 楽器学Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １ １ １

１ １
女声合唱Ⅰ・Ⅱ

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
ソルフェージュⅤ～Ⅷ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２

日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２
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音楽総合学科 音楽教育コース 音楽総合学科 アートマネジメントコース

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ アートマネジメント研究 Ⅰ Ⅱ

音楽教育学概論Ⅰ・Ⅱ
２ ２ (基礎)Ⅰ・Ⅱ ２ ２

Ⅰ Ⅱ アートマネジメント研究 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
音楽教育史Ⅰ・Ⅱ

１ １ (応用)Ⅰ～Ⅵ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

音楽教育学研究Ⅰ～Ⅳ 舞台技術概論Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

音楽指導実践研究Ⅰ～Ⅳ 劇場音響概論Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １ ２ ２
Ⅰ Ⅱ

音楽指導者論Ⅰ・Ⅱ 広報宣伝資料製作 ２
１ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ アートマネジメント実習 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
卒業論文演習Ⅰ～Ⅳ

専 １ １ １ １ 専 Ⅰ～Ⅲ １ １ ２
Ⅰ Ⅱ

門 卒業論文(音楽教育) ４ 門 芸術文化政策論Ⅰ・Ⅱ
５８ ２ ２

６０
科 (ピ ア ノ) 科 コンピュータ音楽実習 Ⅰ Ⅱ

(オルガン) Ⅰ・Ⅱ ２ ２
目 目

必 (管 楽 器) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 必 Ⅰ Ⅱ
基礎実技Ⅰ～Ⅷ 企画制作演習Ⅰ・Ⅱ

(打 楽 器) １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２
修 修

(弦 楽 器) 卒業論文
４

科 (声 楽) 科 (アートマネジメント)
ピアノⅠ～Ⅳ ☆ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ (ピ ア ノ)

目 目
｢基礎実技(ピアノ)履修者以外｣ １ １ １ １ (オルガン)

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 音楽実技 (管 楽 器) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ソルフェージュⅠ～Ⅳ

１ １ １ １ Ⅰ～Ⅳ (打 楽 器) １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ (弦 楽 器)

和声Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ (声 楽)
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽心理学研究Ⅰ・Ⅱ 映像音楽概論Ⅰ・Ⅱ
２ ２ １ １

生涯教育・社会福祉と音楽 Ⅰ Ⅱ
演劇論・演出論 ２

Ⅰ・Ⅱ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

アンサンブル指導法Ⅰ・Ⅱ 舞踊概論Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

音楽実技ＡⅠ～Ⅵ(声楽) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ (ピ ア ノ)
｢基礎実技(声楽)履修者以外｣ １ １ １ １ １ １ (オルガン)

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
音楽実技 (管 楽 器)

音楽実技Ｂ (管 楽 器)
Ⅴ～Ⅷ (打 楽 器) １ １ １ １

Ⅰ～Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
(弦 楽 器)

(打 楽 器)
｢基礎実技(管楽器, １ １ １ １ (声 楽)
打楽器,弦楽器) ピアノⅠ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

(弦 楽 器)
履修楽器以外｣ ｢音楽実技(ピアノ)履修者以外｣ １ １ １ １ １ １ １ １
ピアノⅤ～Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 声楽Ⅰ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ

｢基礎実技(ピアノ)履修者以外｣ １ １ １ １ ｢音楽実技(声楽)履修者以外｣ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ

混声合唱Ⅰ～Ⅷ 混声合唱Ⅰ・Ⅱ
選 専 １ １ １ １ １ １ 選 専

１ １ １ １
択 門 女声合唱Ⅰ・Ⅱ 択 門 女声合唱Ⅰ・Ⅱ

２８ ２８
科 科 Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 科 科 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ソルフェージュⅤ～Ⅷ ソルフェージュⅠ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目 目 目
Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

和声Ⅴ・Ⅵ 和声Ⅰ～Ⅵ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

対位法Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２

表中、☆印のピアノⅠ～Ⅳは基礎実技(ピアノ)履修者を除くことから、
基礎実技(ピアノ)履修者の必修科目の専門科目の必要単位数は５６単位。
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フࢡࢵ࢕スメジャーࢩス࣒ࢸ

音楽総合学科 స᭤コース 音楽総合学科 音楽学コース

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
作᭤法(基礎) Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽学概論Ⅰ・Ⅱ
(ಶேࣞࢵスン)Ⅰ・Ⅱ ２ ２ ２ ２
作᭤法(応用) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

音楽学研究Ⅰ～Ⅵ
(ಶேࣞࢵスン)Ⅰ～Ⅵ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
๰作応用研究Ⅰ～Ⅳ 楽᭩ㅮㄞⅠ～Ⅳ

２ ２ ２ ２ １ １ １ １
オーࢣストࣞーࣙࢩン Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

≉別演習Ⅰ～Ⅳ
Ⅰ～Ⅴ １ １ １ １ １ １ １ １ １

専 Ⅰ Ⅱ 専 Ⅰ Ⅱ
㹂Ａ㹕(基礎)Ⅰ・Ⅱ 日本音楽史Ⅰ・Ⅱ

１ １ ２ ２
門 門

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 音楽ジャーࢼリ࣒ࢬ論 Ⅰ Ⅱ
５㸵 㹂Ａ㹕(応用)Ⅰ～Ⅳ ６０

科 １ １ １ １ 科 Ⅰ・Ⅱ １ １
Ⅰ Ⅱ

目 作ရ演ዌ ２ 目 ⥲合演習Ⅰ・Ⅱ
２ ２

必 必
卒業作ရ ４ 卒業論文(音楽学) ４

修 修
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ピアノⅠ～Ⅳ ピアノⅠ～Ⅳ
科 １ １ １ １ 科 １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ 目 ソルフェージュⅠ～Ⅳ

１ １ １ １ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 和声Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ ２ ２ ２ ２

外
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 外
科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １
目 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

目
教

キャリアデザイン(導入編) １ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ
養

２
科 教

キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(導入編) １
目 養

２
Ⅰ Ⅱ 科

音楽基礎理論Ⅰ・Ⅱ キャリアデザイン(展開編) １
２ ２ 目
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

グ㆕法Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
映像音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

１ １ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

楽᭤アࢼリーࢮⅠ～Ⅳ ピアノⅤ～Ⅷ
１ １ １ １ １ １ １ １

Ⅰ Ⅱ
オルガンⅠ～Ⅷ 声楽Ⅰ・Ⅱ

選 専 １ １
Ⅰ Ⅱ

管楽器Ⅰ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 択 門 混声合唱Ⅰ・Ⅱ
２８ １ １

１ １ １ １ １ １ １ １ 科 科
打楽器Ⅰ～Ⅷ 女声合唱Ⅰ・Ⅱ

選 専
目 目

Ⅴ Ⅵ
択 門 弦楽器Ⅰ～Ⅷ 和声Ⅴ・Ⅵ

２ ２
２８

科 科 Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ピアノⅤ～Ⅷ 対位法Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １ ２ ２ ２ ２
目 目

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
声楽Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ

混声合唱Ⅰ～Ⅵ 楽器学Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １ １ １

１ １
女声合唱Ⅰ・Ⅱ

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
ソルフェージュⅤ～Ⅷ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２

日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２
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音楽総合学科 音楽教育コース 音楽総合学科 アートマネジメントコース

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 種 区 必 要 年次

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
別 分 単位数 科目 別 分 単位数 科目

期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ アートマネジメント研究 Ⅰ Ⅱ

音楽教育学概論Ⅰ・Ⅱ
２ ２ (基礎)Ⅰ・Ⅱ ２ ２

Ⅰ Ⅱ アートマネジメント研究 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
音楽教育史Ⅰ・Ⅱ

１ １ (応用)Ⅰ～Ⅵ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

音楽教育学研究Ⅰ～Ⅳ 舞台技術概論Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ

音楽指導実践研究Ⅰ～Ⅳ 劇場音響概論Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １ ２ ２
Ⅰ Ⅱ

音楽指導者論Ⅰ・Ⅱ 広報宣伝資料製作 ２
１ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ アートマネジメント実習 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
卒業論文演習Ⅰ～Ⅳ

専 １ １ １ １ 専 Ⅰ～Ⅲ １ １ ２
Ⅰ Ⅱ

門 卒業論文(音楽教育) ４ 門 芸術文化政策論Ⅰ・Ⅱ
５８ ２ ２

６０
科 (ピ ア ノ) 科 コンピュータ音楽実習 Ⅰ Ⅱ

(オルガン) Ⅰ・Ⅱ ２ ２
目 目

必 (管 楽 器) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 必 Ⅰ Ⅱ
基礎実技Ⅰ～Ⅷ 企画制作演習Ⅰ・Ⅱ

(打 楽 器) １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２
修 修

(弦 楽 器) 卒業論文
４

科 (声 楽) 科 (アートマネジメント)
ピアノⅠ～Ⅳ ☆ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ (ピ ア ノ)

目 目
｢基礎実技(ピアノ)履修者以外｣ １ １ １ １ (オルガン)

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 音楽実技 (管 楽 器) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ソルフェージュⅠ～Ⅳ

１ １ １ １ Ⅰ～Ⅳ (打 楽 器) １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ (弦 楽 器)

和声Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ (声 楽)
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ 西洋音楽史Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

英語Ⅰ～Ⅳ 英語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

外 外
国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ 国 基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 語 ８ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ 科 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目
基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ

教 教
キャリアデザイン(導入編) １ キャリアデザイン(導入編) １

養 養
２ ２

科 科
キャリアデザイン(展開編) １ キャリアデザイン(展開編) １

目 目
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽心理学研究Ⅰ・Ⅱ 映像音楽概論Ⅰ・Ⅱ
２ ２ １ １

生涯教育・社会福祉と音楽 Ⅰ Ⅱ
演劇論・演出論 ２

Ⅰ・Ⅱ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

アンサンブル指導法Ⅰ・Ⅱ 舞踊概論Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

音楽実技ＡⅠ～Ⅵ(声楽) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ (ピ ア ノ)
｢基礎実技(声楽)履修者以外｣ １ １ １ １ １ １ (オルガン)

Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
音楽実技 (管 楽 器)

音楽実技Ｂ (管 楽 器)
Ⅴ～Ⅷ (打 楽 器) １ １ １ １

Ⅰ～Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
(弦 楽 器)

(打 楽 器)
｢基礎実技(管楽器, １ １ １ １ (声 楽)
打楽器,弦楽器) ピアノⅠ～Ⅷ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

(弦 楽 器)
履修楽器以外｣ ｢音楽実技(ピアノ)履修者以外｣ １ １ １ １ １ １ １ １
ピアノⅤ～Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 声楽Ⅰ・Ⅱ Ⅰ Ⅱ

｢基礎実技(ピアノ)履修者以外｣ １ １ １ １ ｢音楽実技(声楽)履修者以外｣ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅰ Ⅱ

混声合唱Ⅰ～Ⅷ 混声合唱Ⅰ・Ⅱ
選 専 １ １ １ １ １ １ 選 専

１ １ １ １
択 門 女声合唱Ⅰ・Ⅱ 択 門 女声合唱Ⅰ・Ⅱ

２８ ２８
科 科 Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 科 科 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ソルフェージュⅤ～Ⅷ ソルフェージュⅠ～Ⅳ
１ １ １ １ １ １ １ １

目 目 目 目
Ⅴ Ⅵ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

和声Ⅴ・Ⅵ 和声Ⅰ～Ⅵ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

対位法Ⅰ～Ⅳ 対位法Ⅰ～Ⅳ
２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

楽式Ⅰ・Ⅱ 楽式Ⅰ・Ⅱ
１ １ １ １

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
楽器学Ⅰ・Ⅱ 楽器学Ⅰ・Ⅱ

１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

音楽美学Ⅰ・Ⅱ 音楽美学Ⅰ・Ⅱ
２ ２ ２ ２

日本音楽概論 ２ 日本音楽概論 ２

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ 諸民族音楽概論Ⅰ・Ⅱ

２ ２ ２ ２

表中、☆印のピアノⅠ～Ⅳは基礎実技(ピアノ)履修者を除くことから、
基礎実技(ピアノ)履修者の必修科目の専門科目の必要単位数は５６単位。
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全学科共通

１ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

前 後 前 後 前 後 前 後 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
別 分 単位数 科目 １ １ １ １

期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

各コー 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ
ミュージカル入門 ２ １ １ １ １

スに定
哲学 <前期>

メンタルトレーニング入門 ２
める単

美学 <後期>
位数 音楽療法入門 ２

音と響きの科学 <前期>
舞台芸術概論 ２

自然科学概論 <後期>
スコアリーディング ２

Ⅰ Ⅱ 日本演劇文化論 <前期>
オルフの音楽教育Ⅰ・Ⅱ

１ １
Ⅰ Ⅱ 日本語表現法 <後期>

音楽イノベーションⅠ・Ⅱ
２ ２

Ⅰ<前期>
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 文化史

チェンバロ演奏法Ⅰ～Ⅳ ※ Ⅱ<後期>
１ １ １ １ 各２
Ⅰ Ⅱ ヨーロッパの歴史 <前期>

通奏低音Ⅰ・Ⅱ
１ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ヨーロッパの文学 <前期>

(ピアノ)
１ １ １ １

Ⅰ<前期>
ヨーロッパの美術史

(木管楽器) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅱ<後期>
室内楽・重奏

教 <前期>
１ １ １ １ 日本国憲法

Ⅰ～Ⅳ ※ (金管楽器) <後期>
養

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ １４ 生活と法 <後期>
(弦楽器) 科

１ １ １ １
(西洋古楽) 目 経済学 <前期>

様々な音楽の Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
(雅 楽)

演奏実践Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
(箏 曲) 会計の基礎 <後期>

伴奏法(教職) ２
スポーツ教養演習 １

自 専
声楽伴奏法(ピアノ) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

※
由 門 Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ スポーツ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
科 科 オペラⅠ～Ⅳ ※

１ １ １ １ コンピュータ・リテラシー ２
目 目

指揮法 ２ Ⅰ Ⅱ
日本語Ⅰ・Ⅱ(留学生)

２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

指揮Ⅰ～Ⅳ ※
１ １ １ １ 日本語会話(留学生) ２
Ⅰ Ⅱ

吹奏楽指導法研究Ⅰ・Ⅱ
１ １ 日本事情(留学生) ２
Ⅰ Ⅱ

ピアノ指導法研究Ⅰ・Ⅱ
１ １ 備考１ ※印を付している科目はオーディションにより履修者を決定する。
Ⅰ Ⅱ

合唱指導法研究Ⅰ・Ⅱ ２ 自由科目内の教養科目は、第１年次に４単位、第２年次に４単位、第
１ １

３年次に４単位、第４年次(前期)に２単位を履修すること。
Ⅴ Ⅵ

西洋音楽史Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ３ 外国人留学生は、教養科目(自由科目)の第１年次に「日本語Ⅰ」及び
Ⅰ Ⅱ 「日本語会話」、第２年次に「日本語Ⅱ」及び「日本事情」に関する

管弦楽史Ⅰ・Ⅱ
２ ２ 科目の４科目８単位を修得しなければならない。

歌曲史 ２ ４ 演奏学科に所属する者は、音楽総合学科に開設する基礎科目を専門科
目の自由科目として履修し、必要単位数に含むことができる。

Ⅰ Ⅱ
オペラ史Ⅰ・Ⅱ

２ ２

宗教音楽史 ２

合奏(集中) １

和楽器(集中) １

日本伝統歌唱(集中) １

コミュニケーション英語 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
リーディング＆ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ライティング英語Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ドイツ語会話Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

外 ドイツ語講読Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

国 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
イタリア語会話Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １
語

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
イタリア語講読Ⅰ～Ⅳ

科 １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

目 フランス語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １
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別表Ⅱ 教科の指導法及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等（第15条第1項関係）

1 教科の指導法及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等

教科の指導法及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等の単位数は次のとおりとする。

科 目 名 単位数 年次 期間 科 目 名 単位数 年次 期間

音楽科指導法Ⅰ ４ ２ 通年
特別活動及び

２ ３ 半期
総合的な学習の時間の指導法

音楽科指導法Ⅱ ４ ３ 通年
カリキュラム編成と

２ ３ 半期
教育方法論

教育原理 ４ ２ 通年 ICTを活用した １ ３ 半期
教育の理論と方法

教師論 ２ １ 半期 生徒指導論 ２ ２ 半期

教育心理学 ２ ２ 半期 進路指導及び教育相談 ２ ３
前期

(集中)

特別支援教育 ２ １ 半期 教育実習Ⅰ ３ ４ 通年

道徳の指導法 ２ ３ 半期 教育実習Ⅱ ２ ４ 通年

（「教育実習Ⅰ」には事前・事後の指導１単位を含む）
教職実践演習(中・高) ２ ４

後期

(集中)

2 教育職員免許状を取得するための履修指定科目

(1) 日本国憲法 ２単位

(2) スポーツ教養演習 １単位 及びスポーツ １単位

(3) 外国語 ２単位（第２年次の英語２単位とする）

(4) コンピュータ・リテラシー ２単位

3 介護等体験

中学校教諭一種免許状(音楽)を取得するためには、所定の介護等体験を要する。

別表Ⅲ 博物館に関する科目等（第15条第 2項関係）

1 博物館に関する科目

博物館に関する科目及び単位数は次のとおりとする。

科 目 名 単位数 年次 期間 科 目 名 単位数 年次 期間

生 涯 学 習 概 論 ２ １ 後期 博 物 館 展 示 論 ２ ２ 後期

博 物 館 学 概 論 ２ １ 前期 博 物 館 教 育 論 ２ ３ 後期

博 物 館 経 営 論 ２ ２
前期

博物館情報・メディア論 ２ ２ 前期
(集中)

博 物 館 資 料 論 ２ ３ 前期 博 物 館 実 習 ３ ４ 通年

博 物 館 資 料 保 存 論 ２ ３ 後期

2 学芸員の資格を取得するための履修指定科目

(1) 文化史Ⅰ ２単位

(2) ヨーロッパの美術史Ⅰ ２単位

− 20 −
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全学科共通

１ ２ ３ ４
種 区 必 要 年次 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

前 後 前 後 前 後 前 後 基礎イタリア語Ⅰ～Ⅳ
別 分 単位数 科目 １ １ １ １

期 期 期 期 期 期 期 期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

各コー 基礎フランス語Ⅰ～Ⅳ
ミュージカル入門 ２ １ １ １ １

スに定
哲学 <前期>

メンタルトレーニング入門 ２
める単

美学 <後期>
位数 音楽療法入門 ２

音と響きの科学 <前期>
舞台芸術概論 ２

自然科学概論 <後期>
スコアリーディング ２

Ⅰ Ⅱ 日本演劇文化論 <前期>
オルフの音楽教育Ⅰ・Ⅱ

１ １
Ⅰ Ⅱ 日本語表現法 <後期>

音楽イノベーションⅠ・Ⅱ
２ ２

Ⅰ<前期>
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 文化史

チェンバロ演奏法Ⅰ～Ⅳ ※ Ⅱ<後期>
１ １ １ １ 各２
Ⅰ Ⅱ ヨーロッパの歴史 <前期>

通奏低音Ⅰ・Ⅱ
１ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ヨーロッパの文学 <前期>

(ピアノ)
１ １ １ １

Ⅰ<前期>
ヨーロッパの美術史

(木管楽器) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅱ<後期>
室内楽・重奏

教 <前期>
１ １ １ １ 日本国憲法

Ⅰ～Ⅳ ※ (金管楽器) <後期>
養

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ １４ 生活と法 <後期>
(弦楽器) 科

１ １ １ １
(西洋古楽) 目 経済学 <前期>

様々な音楽の Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
(雅 楽)

演奏実践Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
(箏 曲) 会計の基礎 <後期>

伴奏法(教職) ２
スポーツ教養演習 １

自 専
声楽伴奏法(ピアノ) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

※
由 門 Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １ スポーツ １

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
科 科 オペラⅠ～Ⅳ ※

１ １ １ １ コンピュータ・リテラシー ２
目 目

指揮法 ２ Ⅰ Ⅱ
日本語Ⅰ・Ⅱ(留学生)

２ ２
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

指揮Ⅰ～Ⅳ ※
１ １ １ １ 日本語会話(留学生) ２
Ⅰ Ⅱ

吹奏楽指導法研究Ⅰ・Ⅱ
１ １ 日本事情(留学生) ２
Ⅰ Ⅱ

ピアノ指導法研究Ⅰ・Ⅱ
１ １ 備考１ ※印を付している科目はオーディションにより履修者を決定する。
Ⅰ Ⅱ

合唱指導法研究Ⅰ・Ⅱ ２ 自由科目内の教養科目は、第１年次に４単位、第２年次に４単位、第
１ １

３年次に４単位、第４年次(前期)に２単位を履修すること。
Ⅴ Ⅵ

西洋音楽史Ⅴ・Ⅵ
２ ２ ３ 外国人留学生は、教養科目(自由科目)の第１年次に「日本語Ⅰ」及び
Ⅰ Ⅱ 「日本語会話」、第２年次に「日本語Ⅱ」及び「日本事情」に関する

管弦楽史Ⅰ・Ⅱ
２ ２ 科目の４科目８単位を修得しなければならない。

歌曲史 ２ ４ 演奏学科に所属する者は、音楽総合学科に開設する基礎科目を専門科
目の自由科目として履修し、必要単位数に含むことができる。

Ⅰ Ⅱ
オペラ史Ⅰ・Ⅱ

２ ２

宗教音楽史 ２

合奏(集中) １

和楽器(集中) １

日本伝統歌唱(集中) １

コミュニケーション英語 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
リーディング＆ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ライティング英語Ⅰ～Ⅳ １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

ドイツ語会話Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

外 ドイツ語講読Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １

国 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
イタリア語会話Ⅰ～Ⅳ

１ １ １ １
語

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
イタリア語講読Ⅰ～Ⅳ

科 １ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

目 フランス語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

基礎ドイツ語Ⅰ～Ⅳ
１ １ １ １
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別表Ⅱ 教科の指導法及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等（第15条第1項関係）

1 教科の指導法及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等

教科の指導法及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等の単位数は次のとおりとする。

科 目 名 単位数 年次 期間 科 目 名 単位数 年次 期間

音楽科指導法Ⅰ ４ ２ 通年
特別活動及び

２ ３ 半期
総合的な学習の時間の指導法

音楽科指導法Ⅱ ４ ３ 通年
カリキュラム編成と

２ ３ 半期
教育方法論

教育原理 ４ ２ 通年 ICTを活用した １ ３ 半期
教育の理論と方法

教師論 ２ １ 半期 生徒指導論 ２ ２ 半期

教育心理学 ２ ２ 半期 進路指導及び教育相談 ２ ３
前期

(集中)

特別支援教育 ２ １ 半期 教育実習Ⅰ ３ ４ 通年

道徳の指導法 ２ ３ 半期 教育実習Ⅱ ２ ４ 通年

（「教育実習Ⅰ」には事前・事後の指導１単位を含む）
教職実践演習(中・高) ２ ４

後期

(集中)

2 教育職員免許状を取得するための履修指定科目

(1) 日本国憲法 ２単位

(2) スポーツ教養演習 １単位 及びスポーツ １単位

(3) 外国語 ２単位（第２年次の英語２単位とする）

(4) コンピュータ・リテラシー ２単位

3 介護等体験

中学校教諭一種免許状(音楽)を取得するためには、所定の介護等体験を要する。

別表Ⅲ 博物館に関する科目等（第15条第2項関係）

1 博物館に関する科目

博物館に関する科目及び単位数は次のとおりとする。

科 目 名 単位数 年次 期間 科 目 名 単位数 年次 期間

生 涯 学 習 概 論 ２ １ 後期 博 物 館 展 示 論 ２ ２ 後期

博 物 館 学 概 論 ２ １ 前期 博 物 館 教 育 論 ２ ３ 後期

博 物 館 経 営 論 ２ ２
前期

博物館情報・メディア論 ２ ２ 前期
(集中)

博 物 館 資 料 論 ２ ３ 前期 博 物 館 実 習 ３ ４ 通年

博 物 館 資 料 保 存 論 ２ ３ 後期

2 学芸員の資格を取得するための履修指定科目

(1) 文化史Ⅰ ２単位

(2) ヨーロッパの美術史Ⅰ ２単位
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別表Ⅳ 音楽学部第 3年次進級基準（第17条関係）

演奏学科

科目 専 門 科 目

教養
外国語科目 必修科目 合計学科等 科目 専攻実技

(1年次配当科目)
学科 コース 専修

有鍵楽器

ピアノ
9 10 28

有鍵楽器

オルガン
9 14 32

器楽 管楽器 9 14 32
英 語Ⅰ･Ⅱ 2

5 基礎ド イ ツ語Ⅰ･Ⅱ

演奏 打楽器 基礎イタリア語Ⅰ･Ⅱ 2 9 14 32

基礎フランス語Ⅰ･Ⅱ

弦楽器 9 16 34

声楽 声楽 9 14 32

ｳﾞｨﾙﾄｩｵｰｿﾞ 全専修 12 10 31

音楽総合学科

科目
専 門 科 目

教養
外国語科目 必修科目 合計学科等 科目 専攻科目

(1年次配当科目)
学科 コース

作 曲 6 8 23

音 楽 学
英 語Ⅰ･Ⅱ 2

12 29

音楽総合 5
基礎ド イ ツ語Ⅰ･Ⅱ

音 楽 教 育
基礎イタリア語Ⅰ･Ⅱ 2

8 14 31
基礎フランス語Ⅰ･Ⅱ

ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 6 23

(注１)演奏及び音楽総合の各学科の教養科目の履修指定科目は、別に定める。

(注２)音楽総合学科の音楽教育コースにおける基礎実技(ピアノ)履修者の専門科目の必修科目は12単位、合計29単位

とする。

(注３)音楽総合学科の専攻科目の履修指定科目は、別に定める。

(注４)本大学に３年間在学してもなお第３年次に進級できない者の必要な単位数については、別に定める。
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別表Ⅴ 音楽学部納付金（第15条、第26条、第27条、第42条、第43条、第52条関係）

一般選抜

学校推薦型選抜
総合型選抜 (指定校)

演奏学科
演奏学科

(器楽コース、声楽コース)
(ヴィルトゥオーゾコース)

音楽総合学科

50,000円 40,000円 45,000円 50,000円

入 学 検 定 料 ・1学科志望、2学科志望共に同額とする。

・大学入学共通テストを利用する者は、検定料から12,000円を減額した金額とする。

・総合型選抜、学校推薦型選抜、外国人留学生入学試験の合格者および武蔵野音楽大学附属高

等学校の内部推薦内定者が演奏学科(ヴィルトゥオーゾコース)を受験する場合は、10,000円

とする。

・Ａ・Ｂ日程で演奏学科(器楽コース、声楽コース)に合格した者が演奏学科(ヴィルトゥオー

ゾコース)を受験する場合は、35,000円とする。

・Ａ・Ｂ日程で音楽総合学科(音楽教育コース)に合格した者が演奏学科(器楽コース、声楽コ

ース)を受験する場合は、30,000円とする。

・外国人留学生入学試験の検定料は、30,000円とする。

学科 演奏学科 演奏学科
音楽総合学科

種別 (器楽コース、声楽コース) (ヴィルトゥオーゾコース)

入 学 金(入学時のみ) 150,000円 150,000円 150,000円
学 生 納 付 金

施 設 費 ( 年 額 ) 670,000円 670,000円 670,000円

授 業 料 ( 年 額 ) 1,390,000円 1,490,000円 1,360,000円

検 定 料 23,000円

科目等履修生

納 付 金
履修単位 1単位～5単位 6単位～10単位 11単位～15単位 16単位～20単位

授 業 料 ( 年 額 ) 260,000円 460,000円 660,000円 810,000円

委託生･聴講生
入 学 金(入学時のみ) 150,000円

納 付 金
授 業 料 ( 年 額 ) 300,000円

教員免許課程
聴 講 料

納 付 金
(別表Ⅱ教科の指導法及び 100,000円
教諭の教育の基礎的理解に

関する科目等)

学芸員課程 聴 講 料

納 付 金 (別表Ⅲ博物館に関する科目)
30,000円
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別表Ⅳ 音楽学部第 3年次進級基準（第17条関係）

演奏学科

科目 専 門 科 目

教養
外国語科目 必修科目 合計学科等 科目 専攻実技

(1年次配当科目)
学科 コース 専修

有鍵楽器

ピアノ
9 10 28

有鍵楽器

オルガン
9 14 32

器楽 管楽器 9 14 32
英 語Ⅰ･Ⅱ 2

5 基礎ド イ ツ語Ⅰ･Ⅱ

演奏 打楽器 基礎イタリア語Ⅰ･Ⅱ 2 9 14 32

基礎フランス語Ⅰ･Ⅱ

弦楽器 9 16 34

声楽 声楽 9 14 32

ｳﾞｨﾙﾄｩｵｰｿﾞ 全専修 12 10 31

音楽総合学科

科目
専 門 科 目

教養
外国語科目 必修科目 合計学科等 科目 専攻科目

(1年次配当科目)
学科 コース

作 曲 6 8 23

音 楽 学
英 語Ⅰ･Ⅱ 2

12 29

音楽総合 5
基礎ド イ ツ語Ⅰ･Ⅱ

音 楽 教 育
基礎イタリア語Ⅰ･Ⅱ 2

8 14 31
基礎フランス語Ⅰ･Ⅱ

ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 6 23

(注１)演奏及び音楽総合の各学科の教養科目の履修指定科目は、別に定める。

(注２)音楽総合学科の音楽教育コースにおける基礎実技(ピアノ)履修者の専門科目の必修科目は12単位、合計29単位

とする。

(注３)音楽総合学科の専攻科目の履修指定科目は、別に定める。

(注４)本大学に３年間在学してもなお第３年次に進級できない者の必要な単位数については、別に定める。
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別表Ⅴ 音楽学部納付金（第15条、第26条、第27条、第42条、第43条、第52条関係）

一般選抜

学校推薦型選抜
総合型選抜 (指定校)

演奏学科
演奏学科

(器楽コース、声楽コース)
(ヴィルトゥオーゾコース)

音楽総合学科

50,000円 40,000円 45,000円 50,000円

入 学 検 定 料 ・1学科志望、2学科志望共に同額とする。

・大学入学共通テストを利用する者は、検定料から12,000円を減額した金額とする。

・総合型選抜、学校推薦型選抜、外国人留学生入学試験の合格者および武蔵野音楽大学附属高

等学校の内部推薦内定者が演奏学科(ヴィルトゥオーゾコース)を受験する場合は、10,000円

とする。

・Ａ・Ｂ日程で演奏学科(器楽コース、声楽コース)に合格した者が演奏学科(ヴィルトゥオー

ゾコース)を受験する場合は、35,000円とする。

・Ａ・Ｂ日程で音楽総合学科(音楽教育コース)に合格した者が演奏学科(器楽コース、声楽コ

ース)を受験する場合は、30,000円とする。

・外国人留学生入学試験の検定料は、30,000円とする。

学科 演奏学科 演奏学科
音楽総合学科

種別 (器楽コース、声楽コース) (ヴィルトゥオーゾコース)

入 学 金(入学時のみ) 150,000円 150,000円 150,000円
学 生 納 付 金

施 設 費 ( 年 額 ) 670,000円 670,000円 670,000円

授 業 料 ( 年 額 ) 1,390,000円 1,490,000円 1,360,000円

検 定 料 23,000円

科目等履修生

納 付 金
履修単位 1単位～5単位 6単位～10単位 11単位～15単位 16単位～20単位

授 業 料 ( 年 額 ) 260,000円 460,000円 660,000円 810,000円

委託生･聴講生
入 学 金(入学時のみ) 150,000円

納 付 金
授 業 料 ( 年 額 ) 300,000円

教員免許課程
聴 講 料

納 付 金
(別表Ⅱ教科の指導法及び 100,000円
教諭の教育の基礎的理解に

関する科目等)

学芸員課程 聴 講 料

納 付 金 (別表Ⅲ博物館に関する科目)
30,000円

− 23 −

Book 【 P24 】 A4版 〈 大学 2023 〉.indd   23 2023/03/15   13:23:37



− 24 −

Book 【 P24 】 A4版 〈 大学 2023 〉.indd   24 2023/03/15   13:23:38




